
二
つ
の
市
で
は
Ｐ
Ｃ
Ｃ
と
蜜
月
と
も

は
２
・
３
１
％
だ
が
、
食
品

類
は
９
・
７
５
％
上
が
っ
た

事
で
も
明
白
だ
。
大
豆
油
は

１
０
月
も
２
２
・
３
４
％
値

上
が
り
し
た
。

　

２
５
日
に
は
、
現
状
を
不

満
と
す
る
支
持
者
が
米
な
ど

の
値
上
が
り
に
我
慢
出
来
な

い
と
訴
え
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大

統
領
が
い
ら
立
つ
場
面
が
見

ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
ボ

ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
２
７
日

に
大
豆
生
産
者
ら
と
会
い
、

「
少
し
は
国
内
に
残
す
べ
き

だ
。
さ
も
な
い
と
大
豆
油
の

価
格
が
上
が
る
」
と
語
り
、

収
穫
の
一
部
を
国
内
消
費
用

に
確
保
す
る
よ
う
求
め
た
。

　

大
豆
の
国
際
価
格
は
中
国

に
よ
る
買
付
増
加
な
ど
で
上

昇
し
、
伯
国
か
ら
の
輸
出
も

増
え
て
い
る
。
中
国
は
大
豆

を
豚
の
餌
に
使
っ
て
い
る
。

　

経
済
省
に
よ
る
と
、
伯

国
は
１
〜
９
月
に
昨
年
同

期
比
で
２
７
・
８
％
増
の

２
７
１
億
６
２
０
０
万
ド

ル
分
の
大
豆
を
輸
出
、
内

７
０
％
は
中
国
に
送
ら
れ

た
。
同
期
間
中
の
輸
入
額
は

１
億
６
千
万
ド
ル
で
、
昨
年

同
期
比
で
３
１
４
・
７
％
増

　

聖
市
市
長
選
に
出
馬
し
て
い
る
セ
ル
ソ
・
ル
ッ
ソ
マ
ノ
氏
の
所
属
政
党
・
共
和

者
（
Ｒ
Ｐ
）
の
聖
州
支
部
が
、
ウ
ニ
ベ
ル
サ
ル
教
会
に
よ
る
聖
市
の
公
職
私
物
化

行
為
を
行
っ
た
上
、
聖
市
近
郊
の
ア
ル
ジ
ャ
ー
市
、
エ
ン
ブ
ー
市
で
は
国
内
最
大

規
模
の
犯
罪
集
団
、州
都
第
一
コ
マ
ン
ド
（
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
と
蜜
月
関
係
に
あ
る
と
い
っ

た
疑
惑
が
あ
る
。
２
９
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
な
ど
が
報
じ
て
い
る
。

　

１
９
年
６
月
に
聖
市
で
、

子
役
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
、
人

気
だ
っ
た
俳
優
の
ラ
フ
ァ
エ

ル
・
ミ
ゲ
ル
（
享
年
２
３
）

と
そ
の
両
親
を
射
殺
し
て
逃

走
中
の
パ
ウ
ロ
・
ク
ペ
ル
チ
ー

ノ・マ
チ
ア
ス
容
疑
者
（
５
０
）

が
、
今
年
の
７
月
に
パ
ラ
ナ

州
で
身
分
証
明
書
を
偽
造
し

て
い
た
事
実
が
２
７
日
に
発

い
た
と
い
う
。
住
宅
局
元
局

長
の
ア
ロ
イ
ー
ジ
オ
・
ピ
ニ
ェ

イ
ロ
氏
は
ウ
ニ
ベ
ル
サ
ル
教

会
と
関
係
が
あ
り
、
局
長
時

代
に
事
業
契
約
を
結
ん
だ
企

業
や
技
術
支
援
を
仰
い
だ
企

業
の
給
与
明
細
を
調
べ
る
と
、

同
党
の
党
員
や
ウ
ニ
ベ
ル
サ

ル
教
会
の
牧
師
や
信
徒
、
政

党
幹
部
の
親
戚
な
ど
の
名
前

が
続
々
と
出
て
き
た
と
い
う
。

　

同
党
は
事
業
契
約
で
の
不

正
を
否
定
し
て
い
る
が
、
住

宅
局
内
の
書
類
か
ら
は
、
局

長
か
ら
の
推
薦
で
、
住
宅
局

の
承
認
も
と
っ
た
形
の
契
約

書
が
回
っ
て
き
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
だ
と
い
う
。

　

ま
た
、
葬
儀
公
社
も
サ
ー

ビ
ス
の
質
が
悪
く
、
コ
ー
ヴ
ァ

ス
市
長
は
廃
止
・
民
営
化
を

求
め
て
い
た
が
、
Ｒ
Ｐ
が
頑

な
に
存
続
を
求
め
て
い
た
と

い
う
。
同
公
社
は
Ｒ
Ｐ
役
員

の
独
占
期
間
中
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
ゆ
え
に
、
市
民
か
ら
の

批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
イ
タ
イ
ム
・
パ
ウ
リ
ス

タ
区
役
所
で
も
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

経
営
者
に
３
０
万
レ
ア
ル
の

賄
賂
を
払
わ
せ
て
い
た
疑
惑

で
、
職
員
が
逮
捕
さ
れ
て
い

る
。

　
一
方
、
Ｐ
Ｃ
Ｃ
関
連
で
は
、

聖
市
近
郊
の
ア
ル
ジ
ャ
ー
市
で

Ｒ
Ｐ
関
係
者
と
の
つ
な
が
り

が
あ
っ
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
同
市
で
は
保
健
局

の
役
職
や
入
札
、
ゴ
ミ
清
掃

な
ど
の
関
係
者
が
Ｐ
Ｃ
Ｃ
で

市
公
職
の
ウ
ニ
ベ
ル
サ
ル
独
占
許
す

え
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
植
物
油
工
業

会(A
b
io
ve)

は
、
植
物

油
の
値
上
が
り
は
国
際
価
格

上
昇
と
端
境
期
が
重
な
っ
た

た
め
で
、
収
穫
が
再
開
す
る

１
月
に
は
状
況
が
改
善
す
る

と
説
明
し
た
。
同
会
の
資
料

る
も
の
の
一
つ
が
大
豆
油

だ
。
大
豆
油
は
１
〜
１
０
月

に
６
５
・
０
８
％
値
上
が
り

し
た
。
こ
れ
を
超
え
る
の
は

レ
モ
ン
の
６
７
・
６
７
％
だ

け
だ
。

　

食
料
類
の
値
上
が
り
が
続

い
て
い
る
事
は
、
地
理
統
計

院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
が
２
３
日

に
発
表
し
た
１
０
月
１
５
日

締
め
の
拡
大
消
費
者
物
価
指

数
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
‐
１
５
）
が

０
・９
４
％
で
、
９
月
の
０
・

４
５
％
を
０
・
４
９
％
ポ
イ

ン
ト
上
回
っ
た
事
や
、
１
〜

１
０
月
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
‐
１
５

　

庶
民
の
食
卓
に
欠
か
せ

ぬ
米
や
大
豆
油
の
値
上
が

り
が
続
き
、
業
を
煮
や
し

た
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が

２
７
日
、
大
豆
生
産
者
に
輸

出
に
振
り
向
け
る
大
豆
を

減
ら
す
よ
う
に
求
め
た
と

２
８
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙

が
報
じ
た
。

　

米
の
価
格
は
輸
入
関
税

免
除
後
も
上
が
り
続
け
、
１

〜
１
０
月
の
価
格
上
昇
率

は
５
１
・
７
２
％
で
、
２
月

以
降
で
は
７
０
％
以
上
と

の
報
道
も
あ
る
。
だ
が
、
米

以
上
に
値
上
が
り
し
て
い

大
豆
生
産
者
に「
輸
出
控
え
ろ
」

死
亡
し
た
３
人
は
コ
ロ
ナ
患
者

低
所
得
者
ほ
ど
響
く
値
上
が
り

に
よ
る
と
、
１
〜
９
月
に
国

内
で
加
工
さ
れ
た
大
豆
は
昨

年
同
期
比
で
８
・
３
％
増
の

４
４
６
０
万
ト
ン
で
、
大
豆

油
は
９
０
０
万
ト
ン
生
産
さ

れ
た
と
い
う
。

　

生
産
者
達
は
、
荒
れ
た
農

地
の
再
利
用
を
促
す
た
め
、

低
金
利
で
返
済
ま
で
の
期
間

の
長
い
融
資
導
入
と
、
承
認

基
準
の
緩
和
を
求
め
た
。

　

な
お
、
米
や
大
豆
油
以

外
で
値
上
が
り
し
た
食
品

は
、
ト
マ
ト
５
２
・９
３
％
、

フ
ェ
イ
ジ
ョ
ン
・
プ
レ
ッ
ト

３
６
・
７
１
％
、
ロ
ン
グ
ラ

イ
フ
牛
乳
３
２
・
７
５
％
、

リ
ン
ゴ
２
４
・
９
６
％
、

フ
ェ
イ
ジ
ョ
ン
・
カ
リ

オ
カ
２
１
・
１
５
％
、
小

麦
粉
１
３
・
７
６
％
、
牛

肉
１
１
・
０
４
％
な
ど

食
料
品
の
イ
ン
フ
レ
に
つ
い
て
報
じ
た
２
８
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
の
記
事

大
統
領
の
息
子
２
人
も
所
属

リオ病院火災 独
占
さ
れ
て
問
題
視
さ
れ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
Ｒ

Ｐ
の
マ
ル
シ
オ
・
オ
リ
ヴ
ェ
イ

ラ
副
市
長
が
、
２
０
１
６
年

の
市
長
選
で
ジ
ョ
ゼ
・
ル
イ
ス・

モ
ン
テ
イ
ロ
氏
と
の
シ
ャ
ッ
パ

に
対
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
大
物
幹

部
の
ゴ
ル
ド
に
献
金
を
頼
ん

だ
と
こ
ろ
、
交
換
条
件
と
し

て
つ
き
つ
け
ら
れ
た
こ
と
だ
っ

た
と
い
う
。
オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
氏

は
こ
の
容
疑
で
７
月
３
０
日

に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
エ
ン
ブ
ー
・
ダ

ス
・
ア
ル
テ
ス
市
で
も
、
Ｒ

Ｐ
の
ネ
イ
・
サ
ン
ト
ス
市
長

が
Ｐ
Ｃ
Ｃ
か
ら
選
挙
献
金

を
受
け
た
容
疑
で
２
０
１
８

年
に
一
度
、
罷
免
さ
れ
て
い

る
。
同
市
長
は
同
年
中
に
復

職
し
た
が
、
２
０
１
９
年
も
、

２
０
１
４
年
か
ら
１
７
年
に

行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
資
金
洗

浄
の
容
疑
で
５
日
間
の
免
職

処
分
に
あ
っ
て
い
る
。

　

オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
、
サ
ン
ト
ス

両
氏
と
も
に
、
現
在
は
被
告

覚
し
た
。
偽
造
し
た
場
所

は
パ
ラ
ナ
州
州
都
ク
リ
チ
ー

バ
か
ら
２
９
０
キ
ロ
離
れ
た

ジ
ャ
タ
イ
ジ
ー
ニ
ョ
で
、
申
請

書
に
は
マ
ノ
エ
ル
・
マ
シ
ャ
ド
・

ダ
・
シ
ウ
ヴ
ァ
な
る
偽
名
が
記

さ
れ
て
い
た
。
偽
証
明
書
の

所
持
判
明
も
手
伝
い
、
同
容

疑
者
は
２
８
日
午
前
中
、
同

州
内
陸
部
セ
ン
テ
ナ
リ
オ
・

ド
・
ス
ル
の
検
問
所
で
逮
捕

さ
れ
た
。
同
容
疑
者
に
は
以

前
か
ら
、
逃
亡
協
力
者
が
存

在
し
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て

お
り
、
逃
亡
中
は
国
内
１
０

州
と
南
米
２
カ
国
を
巡
り
、

３
０
０
カ
所
以
上
の
場
所
に

身
を
隠
し
て
い
た
と
い
う
。
娘

の
恋
人
を
殺
害
し
逃
げ
た
こ

と
で
話
題
を
呼
ん
だ
こ
の
事

件
、
法
の
裁
き
は
い
つ
？

　
　
　
　
　

◎

　

２
６
日
の
朝
方
、
聖
市

西
部
モ
ル
ン
ビ
に
あ
る
通
り

で
、
５
時
１
９
分
か
ら
の
約

３
０
分
間
で
４
度
の
強
盗
事

件
が
起
き
た
こ
と
が
防
犯
カ

メ
ラ
で
確
認
さ
れ
た
。
犯
罪

の
主
体
と
な
っ
た
の
は
二
つ

の
異
な
っ
た
犯
罪
グ
ル
ー
プ

で
、
一
つ
は
車
、
も
う
一
つ
は

バ
イ
ク
で
被
害
者
に
近
づ
い

た
。
被
害
者
の
中
に
は
、
わ

ず
か
６
分
後
に
２
度
目
の
被

害
に
遭
っ
た
気
の
毒
な
カ
ッ
プ

ル
も
い
た
。
死
傷
者
が
出
な

か
っ
た
こ
と
が
せ
め
て
も
の
幸

い
だ
。
モ
ル
ン
ビ
地
区
は
富

裕
層
の
住
む
閑
静
な
住
宅
街

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
、
そ

の
こ
と
の
方
が
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ

か
。

　
　
　
　
　

◎

　

全
国
選
手
権
、
リ
ベ
ル
タ

ド
ー
レ
ス
杯
の
陰
に
い
つ
も
隠

れ
が
ち
だ
が
、
サ
ッ
カ
ー
の

ブ
ラ
ジ
ル
杯
も
再
開
さ
れ
て

い
る
。
現
在
は
ベ
ス
ト
１
６

で
、
ほ
と
ん
ど
の
試
合
が
２

回
戦
制
の
第
１
戦
だ
が
、
試

合
消
化
の
早
い
サ
ン
パ
ウ
ロ

は
、
２
５
日
に
フ
ォ
ル
タ
レ
ー

ザ
を
破
っ
て
準
々
決
勝
進
出

を
決
め
て
い
る
。
今
日
は
パ
ル

メ
イ
ラ
ス
が
ブ
ラ
ガ
ン
チ
ー
ノ

と
敵
地
で
第
１
戦
を
行
う
。

　

統
一
地
方
選
投
票
日
ま

で
２
週
間
余
り
と
な
り
、

候
補
達
の
動
き
も
活
発
に

な
っ
て
い
る
が
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
よ
る
人
混
み
で

密
集
、
密
着
が
起
き
た
の

か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
者
や
死
者
の
増
加

が
起
き
て
い
る
州
や
市
が
増

え
、
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

中
止
命
令
が
出
た
り
し
て
い

る
。

　

２
８
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
が

報
じ
た
の
は
、
ア
マ
パ
ー
州

州
都
マ
カ
パ
ー
の
例
だ
。
同

市
で
は
感
染
者
や
入
院
患
者

が
増
え
た
た
め
、
２
８
日
か

ら
７
日
間
、
人
混
み
が
生
じ

る
よ
う
な
活
動
や
、
バ
ー
や

シ
ョ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
の
営
業

停
止
を
命
じ
る
市
長
令
が
出

た
。
市
長
令
発
令
は
州
政
府

の
指
示
で
、
人
混
み
が
生
じ

る
よ
う
な
活
動
に
は
青
空
集

会
で
の
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
も
含
む
。
夜
９
時
以
降

に
公
共
の
場
に
い
る
事
や
、

お
盆
に
あ
た
る
１
１
月
２
日

の
墓
参
り
も
禁
じ
ら
れ
た
。

　

店
内
の
消
毒
や
社
会
的
距

離
の
確
保
、
公
的
な
場
所
で

の
マ
ス
ク
着
用
な
ど
も
義
務

で
、
違
反
者
に
は
１
最
低
賃

金
の
罰
金
が
科
さ
れ
る
。

　

保
健
省
の
デ
ー
タ
で
は
、

１
８
〜
２
４
日
（
感
染
学
上

の
第
４
３
週
）
の
感
染
者
が

前
週
よ
り
多
い
州
が
２
１
、

死
者
が
増
え
た
州
も
１
１
あ

る
。
同
週
の
新
規
感
染
者
は

前
週
よ
り
１
０
・
３
％
多
い

１
５
万
６
２
７
３
人
で
、
４

週
間
続
い
た
減
少
が
途
絶
え

た
。
死
者
は
前
週
よ
り
７
・

２
％
減
の
３
２
２
８
人
で
、

減
少
傾
向
を
維
持
し
た
。

　

新
規
感
染
者
増
が
著
し

い
州
と
増
加
率
は
、
パ

ラ
ー
８
５
・
４
％
、
セ
ル

ジ
ッ
ペ
５
６
・
２
％
、
リ
オ

５
０
・
２
％
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス

３
９
・
８
％
な
ど
。
２
４
日

の
数
を
１
７
日
の
数
で
割
っ

た
際
の
感
染
者
と
死
者
の
増

加
率
が
５
・１
％
と
４
・５
％

で
全
国
一
の
南
大
河
は
、
新

規
感
染
者
が
２
７
・
８
％
、

死
者
は
１
５
・５
％
増
え
た
。

　

新
た
な
死
者
増
加
率
は
、

ア
マ
パ
ー
６
６
・
７
％
、
ア

ク
レ
４
０
％
、
パ
ラ
ー

３
２
・
３
％
、
ト
カ
ン
チ
ン

ス
２
１
・
２
％
、
ア
マ
ゾ
ナ

ス
２
０
％
な
ど
が
目
立
つ

が
、
絶
対
数
で
は
聖
州
（
感

染
者
２
万
６
６
２
１
人
、
死

者
７
３
４
人
）が
最
も
多
い
。

　
【
既
報
関
連
】
２
７
日
に

火
災
が
起
き
た
リ
オ
市
北
部

の
ボ
ン
ス
セ
ッ
ソ
連
邦
総
合

病
院
に
関
し
て
、
新
た
な
情

報
が
確
認
さ
れ
、
死
者
が
３

人
に
増
え
た
こ
と
な
ど
が
報

じ
ら
れ
て
い
る
。
２
８
日
付

伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
て

い
る
。

　

事
故
か
ら
２
４
時
間
を
経

過
し
た
時
点
で
の
情
報
に
よ

る
と
、
火
災
に
よ
る
死
者

は
前
日
の
事
故
発
生
当
初
の

１
人
か
ら
増
え
、
３
人
と

な
っ
た
。亡
く
な
っ
た
の
は
、

２
７
日
午
後
、
死
亡
が
報
じ

ら
れ
て
い
た
ヌ
ビ
ア
・
ロ
ド

リ
ゲ
ス
さ
ん
（
４
２
）
と
、

マ
ル
コ
ス
・
パ
ウ
ロ
・
ル
イ

ス
さ
ん
（
３
７
）、
そ
し
て

８
３
歳
の
女
性
患
者
だ
。
３

人
と
も
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
で
入
院
中
だ
っ
た
と

い
う
。
ヌ
ビ
ア
さ
ん
に
関
し

て
は
、
病
状
そ
の
も
の
が
か

な
り
重
く
、
第
２
病
棟
に
避

難
す
る
こ
と
に
は
成
功
し
た

が
、
息
絶
え
て
し
ま
っ
た
と

い
う
。
マ
ル
コ
ス
さ
ん
に
関

し
て
は
す
で
に
陰
性
に
転
じ

て
い
た
が
、
後
遺
症
が
残
っ

て
い
た
た
め
、
入
院
を
継
続

し
て
治
療
を
受
け
て
い
て
災

難
に
遭
っ
た
。

　

な
お
、
消
防
隊
は
２
７
日

の
時
点
で
、
同
病
院
の
建
物

六
つ
の
内
、
火
災
に
遭
っ

た
第
１
棟
だ
け
で
な
く
、
も

う
一
つ
の
建
物
も
空
に
す
る

こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
こ

の
病
院
に
は
全
部
で
合
わ

　

２
０
１
４
年
の
大
統
領

選
で
次
点
だ
っ
た
ア
エ
シ
オ

氏
だ
が
、
公
の
場
で
目
立
つ

の
は
久
し
ぶ
り
だ
。
同
氏
は

２
０
１
７
年
、
食
品
大
手

Ｊ
Ｂ
Ｓ
か
ら
の
収
賄
を
受
け

取
っ
た
容
疑
で
、
現
行
犯
扱

い
で
逮
捕
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て

以
来
、
政
界
で
の
権
威
が
失

墜
し
て
い
た
。

　

ア
エ
シ
オ
氏
の
行
動
の
背

景
に
は
、コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン「
コ

ロ
ナ
バ
ッ
ク
」
を
推
進
し
て
い

る
の
が
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
の
ジ
ョ
ア

ン
・
ド
リ
ア
聖
州
知
事
と
い

う
こ
と
が
あ
る
。

　

今
回
の
ア
エ
シ
オ
氏
の
言

動
に
対
し
、
コ
ロ
ナ
バ
ッ
ク
に

反
対
す
る
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統

領
派
の
議
員
ら
は
、「
処
罰

さ
れ
る
の
は
ま
ず
自
分
か
ら
」

と
同
氏
を
揶
揄
し
て
い
た
。

外国為替市況
中銀サイトより

10月28日午後 4時現在
米ドル相場

売　5.7470  R$
買　5.7460  R$

円相場
売　0.0552  R$
買　0.0550  R$

選
挙
戦
で
コ
ロ
ナ
禍
が
悪
化
？

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
中
止
し
た
市
も

転
院
は
新
生
児
含
む
１
７
９
人
に

イ
ン
フ
レ
加
速
で
大
統
領
動
く

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
義
務
化
の
提
案

公
の
場
で
の
久
々
に
目
立
つ
行
為

アエシオ

ルッソマノ氏 (Twitter)
　

ル
ッ
ソ
マ
ノ
氏
は
選
挙
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
た
び
に
、「
不
正

を
行
っ
た
こ
と
が
な
い
」
と
、

ク
リ
ー
ン
な
姿
勢
を
訴
え
て

き
た
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
で
、

過
去
２
度
の
聖
市
市
長
選
で

は
い
ず
れ
も
３
位
に
入
り
、

今
回
も「
自
分
は（
ブ
ル
ー
ノ・

コ
ー
ヴ
ァ
ス
市
長
の
）
民
主

社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
の
汚

職
と
も
無
縁
だ
し
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
の
医
療
機
器

を
め
ぐ
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
も

関
与
し
て
い
な
い
」
と
主
張
。

現
在
、
コ
ー
ヴ
ァ
ス
市
長
と

支
持
率
の
１
、２
位
を
争
っ
て

い
る
。

　

だ
が
、
ル
ッ
ソ
マ
ノ
氏
が
所

属
す
る
Ｒ
Ｐ
の
聖
州
支
部
は
、

州
内
の
市
政
な
ど
に
お
い
て
、

福
音
派
の
ウ
ニ
ベ
ル
サ
ル
教

会
の
関
係
者
で
市
内
の
重
要

な
機
関
の
要
職
を
独
占
さ
せ

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
Ｐ
Ｃ

Ｃ
関
係
者
を
要
職
に
就
け
る

こ
と
も
珍
し
く
な
い
と
い
う
。

Ｒ
Ｐ
は
ユ
ニ
ベ
ル
サ
ル
教
会
に

と
っ
て
、
政
界
と
の
間
を
つ
な

ぐ
右
腕
的
存
在
だ
。

　

聖
市
内
の
例
で
言
う
と
、

同
党
は
コ
ー
ヴ
ァ
ス
市
長
の
市

政
と
つ
い
最
近
ま
で
協
力
関

係
に
あ
り
、
同
市
の
予
算
の

大
き
な
部
分
を
占
め
る
住
宅

局
や
、
葬
儀
公
社
、
イ
タ
イ

ム
・
パ
ウ
リ
ス
タ
区
役
所
の

三
つ
を
ウ
ニ
ベ
ル
サ
ル
教
会
の

関
係
者
な
ど
で
独
占
さ
せ
て

　

ア
エ
シ
オ
・
ネ
ー
ヴ
ェ
ス
下

院
議
員
（
民
主
社
会
党
・
Ｐ

Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
が
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
拒
む
人
に
罰

則
を
科
す
法
案
を
準
備
し
て

い
る
と
、
２
８
日
付
伯
字
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　
「
法
案
５
０
４
０
／

２
０
２
０
」
と
題
さ
れ
た
法

案
は
、
選
挙
の
投
票
日
に
投

票
で
き
な
い（
で
き
な
か
っ
た
）

理
由
を
申
告
さ
せ
る
の
と
同

じ
よ
う
に
、
よ
ほ
ど
の
理
由

が
な
い
限
り
、
す
べ
て
の
国

民
に
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
義
務
化
さ
せ
る
と
い
う
も

の
だ
。

　
「
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
拒
む
行
為
は
、
国
民
の
義

務
で
あ
る
投
票
を
行
わ
な
い

の
と
同
義
だ
」
と
ア
エ
シ
オ

氏
は
語
っ
て
い
る
。

扱
い
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
Ｒ
Ｐ
は
ボ
ル
ソ
ナ

ロ
大
統
領
の
長
男
フ
ラ
ヴ
ィ

オ
氏
、
次
男
カ
ル
ロ
ス
氏
の

所
属
政
党
で
も
あ
る
。
大
統

領
は
ル
ッ
ソ
マ
ノ
氏
を
支
持

し
て
い
た
が
、
最
近
行
わ
れ

た
世
論
調
査
で
支
持
率
が
落

ち
た
た
め
、
ル
ッ
ソ
マ
ノ
氏
は

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
大
統
領
の
名

前
を
出
さ
な
く
な
っ
て
い
る
。

ルッソマノ所属の共和者に黒い疑惑
（１） ２０２０（令和二）年第５６０２号  １０月 ２９日 （木曜日）

だ
。
家
庭
で
使
う
食
品
は

１
２
・
６
９
％
、
家
庭
以
外

で
使
う
食
品
は
３
・
４
１
％

上
昇
し
た
。

　

家
庭
で
使
う
食
品
価
格
上

昇
は
、
低
所
得
家
庭
ほ
ど
圧

迫
す
る
。
応
用
経
済
調
査
院

（
Ｉ
ｐ
ｅ
ａ
）
に
よ
る
と
、

月
収
１
６
５
０
・
５
０
レ
ア

ル
未
満
の
場
合
の
イ
ン
フ
レ

は
、
１
０
月
１
・
１
３
％
、

今
年
３
・
６
８
％
、
１
２

カ
月
１
５
・
４
８
％
だ

が
、
１
６
５
０
・
５
０
〜

２
４
７
１
・
０
９
レ
ア
ル
だ

と
１
・
０
２
％
、
３
・
０
８

％
、
４
・
８
７
％
、
４
１
２ 

７
・４
１
〜
８
２
５
４
・８
３

レ
ア
ル
だ
と
０
・
８
８
％
、 

１
・
９
５
％
、
３
・
６
５
％
、 

１
万
６
５
０
９
・
６
６
レ
ア

ル
以
上
だ
と
０
・
８
５
％
、 

１
・０
７
％
、
２
・５
０
％
だ

と
い
う
。

せ
て
３
０
０
人
も
の
入
院
患

者
が
過
ご
し
て
い
る
。
第
１

棟
で
は
２
３
人
が
入
院
し
て

い
た
。
ま
た
、
２
８
日
朝
ま

で
に
、
第
２
棟
の
入
院
患
者

も
含
む
１
７
９
人
を
他
の
病

院
に
転
院
さ
せ
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
る
。
転
院
者
の
中

に
は
新
生
児
も
含
ま
れ
て
お

り
、
五
つ
の
産
婦
人
科
病
院

に
振
り
分
け
ら
れ
る
予
定

だ
。

　

火
災
の
原
因
に
関
し
て

は
、
現
場
へ
の
立
ち
入
り
が

で
き
て
い
な
い
た
め
、
前
日

の
情
報
か
ら
は
進
展
が
な
い

が
、
第
１
棟
の
地
下
か
ら
出

火
し
た
こ
と
や
、
同
病
院
の

防
災
体
制
に
不
備
が
あ
っ
た

こ
と
は
報
じ
ら
れ
て
い
る
。



「
だ
け
ど
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
」

「
そ
う
な
の
、
そ
の
通
り
な
の
。
最
初
は
お
互
い
に
大
い
に
喜
ん
だ
の
だ
け

ど
、
時
間
が
経
っ
て
い
く
う
ち
に
、
双
方
に
だ
ん
だ
ん
違
和
感
が
生
ま
れ

て
い
っ
て
、
意
志
の
疎
通
も
う
ま
く
い
か
ず
、
徐
々
に
離
れ
て
行
く
と
い

う
結
果
に
な
っ
て
い
っ
た
の
。
そ
れ
ま
で
抑
圧
さ
れ
て
い
た
分
だ
け
、
自

由
に
な
っ
た
あ
と
は
そ
の
ま
ま
ロ
ー
マ　

カ
ト
リ
ッ
ク
に
直
接
繋
が
っ
て

い
っ
て
も
当
然
だ
っ
た
と
思
う
の
だ
け
ど
、
で
も
現
実
は
そ
う
簡
単
に
は

行
か
な
か
っ
た
の
」

「
そ
れ
は
ど
う
し
て
な
ん
で
し
ょ
う
ね
、
ア
ヤ
。
同
じ
カ
ト
リ
ッ
ク
の
は
ず

な
の
に
、
そ
こ
に
違
和
感
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
は
一
体
、
ど
こ
に
そ

の
原
因
が
あ
る
の
か
な
」

「
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
ね
、
マ
ル
コ
ス
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
得
な
い
こ

と
じ
ゃ
な
い
わ
。

　

あ
の
、
豊
臣
秀
吉
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
が
一
五
八
七
年
に
出
て
か
ら
、

明
治
に
な
っ
て
解
禁
さ
れ
る
一
八
七
三
年
ま
で
の
、
ほ
ぼ
三
百
年
の
間
と

い
う
の
は
、
外
界
か
ら
の
接
触
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
わ
け
で
し
ょ
う
。

特
に
、
島
原
の
乱
の
あ
っ
た
一
六
三
八
年
以
降
は
、
徳
川
幕
府
の
弾
圧
が

特
に
厳
し
く
な
っ
た
し
、
日
本
は
鎖
国
制
度
を
布
い
た
上
に
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
や
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
人
々
が
入
る
の
を
極
端
に
制
限
し
て
し
ま
っ
た
か

ら
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
中
心
で
あ
っ
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
メ
ン
バ
ー
も
、

誰
一
人
と
し
て
入
国
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
状
況
に
陥
っ
た
の
。

　

つ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
は
細
々
と
し
た
も
の
で
は
あ
っ
て
も
一
応
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
か
ら
の
流
れ
が
あ
っ
た
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
も
そ
こ
で
、
イ
エ
ズ

ス
会
を
通
じ
て
の
ロ
ー
マ　

カ
ト
リ
ッ
ク
教
と
の
繋
が
り
を
ぷ
っ
つ
り
と

切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
わ
け
ね
。
し
か
も
、
そ
の
後
は
想
像
を
絶
す

る
ほ
ど
の
厳
し
い
弾
圧
、
迫
害
を
受
け
た
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
息
の
根
を
止

め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、
表
面
か
ら
は
消
え
て
い
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
ね
。
そ
う
い
う
状
況
で
地
下
に
潜
っ
た
ま
ま
と
い
う
事
態
が

三
百
年
も
続
け
ば
、
結
局
、
そ
こ
に
残
っ
た
も
の
は
、
本
来
あ
っ
た
姿
の

キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
も
の
か
ら
は
、
か
な
り
か
け
離
れ
て
し
ま
っ
て
も
無

理
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
」

「
つ
ま
り
、
そ
の
日
本
で
純
粋
培
養
さ
れ
て
い
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
は
、
本
来

の
も
の
と
は
随
分
違
っ
た
形
の
も
の
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
ね
」

「
と
、
私
は
解
釈
し
て
い
る
の
だ
け
ど
、
ま
あ
、
そ
れ
が
正
し
い
か
ど
う
か

は
保
証
の
限
り
で
は
な
い
わ
。
で
も
、
そ
れ
は
そ
れ
ほ
ど
的
外
れ
で
も
な

い
と
、
私
は
思
う
の
。

　

だ
っ
て
そ
う
で
し
ょ
う
。
何
百
年
と
い
う
期
間
は
決
し
て
半
端
な
も
の

で
は
な
い
し
、
そ
の
後
、
新
し
い
情
報
が
ま
っ
た
く
入
っ
て
こ
な
け
れ
ば
、

結
局
そ
れ
ま
で
に
あ
っ
た
も
の
だ
け
で
必
死
に
繋
い
で
行
く
よ
り
他
に
方

法
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
し
ら
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
自
分
た
ち
だ
け

の
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
っ
て
も
、
何
の
不
思
議
も
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
ね
。
そ
れ
が
つ
ま
り
は
、
私
た
ち
の
持
っ
て
い
る

キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
も
の
な
の
ね
」

「
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
残
っ
た
も
の
は
、
形
が
変
わ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教

で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
独
特
の
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
な
る
と
た
し
か
に
、
本
来
と
は
ち
ょ
っ
と
違

う
形
を
持
つ
も
の
に
な
っ
て
も
当
然
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
た
だ
、
そ

の
違
い
が
あ
ま
り
に
も
大
き
過
ぎ
る
と
、
な
か
な
か
元
の
形
に
は
戻
ら
な

い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
わ
け
だ
ね
。
そ
こ
に
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
持

つ
ジ
レ
ン
マ
と
苦
悩
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

（66）

　
「
ま
ず
は
１
カ
月げ

つ

で
も
長な

が

く
通か

よ

わ
せ
て
あ
げ
た
い
」
―
―
静し

ず

岡お
か

県け
ん

菊き
く

川が
わ

市し

で
在ざ

い

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

向む

け
に
託た

く

児じ

・
学が

く

習
し
ゅ
う

施し

設せ
つ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法ほ

う

人じ
ん

「
ミ
ラ
イ
」
を
運う

ん

営え
い

す
る
黄お

お

地ち

潔き
よ
し（

二に

世せ
い

、
５
７
歳さ

い

、
リ
オ
州

し
ゅ
う

出し
ゅ
っ

身し
ん

）
理り

事じ

長ち
ょ
うは

今こ
ん

回か
い

の
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
始は

じ

め
た
思お

も

い
を
そ
う
語か

た

る
。
同ど

う

校こ
う

は
生せ

い

徒と

の
月げ

っ

謝し
ゃ

の
み
で
運う

ん

営え
い

し
て
お
り
、
す
で
に
借か

入り
い
れ

金き
ん

が

１
６
０
０
万ま

ん

に
な
っ
て
い
る
。
同ど

う

校こ
う

に
通か

よ

う
生せ

い

徒と

の
保ほ

護ご

者し
ゃ

は
９
割わ

り

が
派は

遣け
ん

社し
ゃ

員い
ん

で
、
殆ほ

と
ん

ど
が
コ
ロ
ナ
切ぎ

り
で
失し

つ

業ぎ
ょ
うし

た
。

そ
の
結け

っ

果か

、
一い

ち

時じ

期き

は
８
７
人に

ん

い
た
生せ

い

徒と

が
３
７
人に

ん

ま
で
激げ

き

減げ
ん

。
現げ

ん

在ざ
い

は
５
２
人に

ん

に
戻も

ど
っ
た
が
、
依い

然ぜ
ん

と
し
て
施し

設せ
つ

運う
ん

営え
い

は
厳き

び

し
い
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに

あ
る
。

伯
はく

人
じん

学
がく

習
しゅう

施
し

設
せつ

が資
し

金
きん

支
し

援
えん

募
つの

る静
しず

岡
おか

県
けん

（２）２０２０（令和二）年 第５６０２号 １０月 ２９日 （木曜日）

親お
や

の
コ
ロ
ナ
切ぎ

り
で
学が

っ

校こ
う

通か
よ

え
ず

「
子こ

供ど
も

に
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

料り
ょ
う

１
カ
月げ

つ

分ぶ
ん

を
」

連れ
ん

邦ぽ
う

警け
い

察さ
つ

３
日か

か
ら
日に

っ

数す
う

計け
い

算さ
ん

再さ
い

開か
い

Ｃ
Ｒ
Ｎ
Ｍ
な
ど
移い

住じ
ゅ
う

関か
ん

係け
い

手て

続つ
づ

き
オンラインで取

しゅ

材
ざい

に応
おう

じるボランティアのヴィアナ沙
さ

織
おり

さんと黄
おお

地
ち

理
り

事
じ

長
ちょう

日
に

本
ほん

語
ご

の勉
べん

強
きょう

をする子
こ

供
ども

達
たち

が
あ
る
と
い
え
る
。

　
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
誌し

に
出で

た

キ
ン
グ
ス
カ
レ
ッ
ジ
の
研け

ん

究き
ゅ
うで

は
、
９
５
％
の
人ひ

と

は
発は

っ

症し
ょ
うか

ら
８
日か

以い

上じ
ょ
う

経た

つ
と
抗こ

う

体た
い

を

持も

ち
始は

じ

め
る
が
、
そ
の
量り

ょ
う

は

時じ

間か
ん

と
共と

も

に
減へ

る
。
減げ

ん

少し
ょ
うの

度ど

合あ

い
は
症

し
ょ
う

状じ
ょ
うの

重お
も

さ
に
関か

ん

う
に
繰く

り
返か

え

し
接せ

っ

種し
ゅ

す
る
必ひ

つ

要よ
う

が
生し

ょ
う

じ
る
可か

能の
う

性せ
い

や
、
一い

ち

度ど

感か
ん

染せ
ん

し
た
か
ら
と
注

ち
ゅ
う

意い

を

怠お
こ
たれ

ば
、
再ふ

た
た

び
感か

ん

染せ
ん

す
る
可か

能の
う

性せ
い

を
示し

唆さ

す
る
。

　

世せ

界か
い

保ほ

健け
ん

機き

関か
ん

や
保ほ

健け
ん

省し
ょ
うが

感か
ん

染せ
ん

し
た
人ひ

と

も
マ
ス
ク

着ち
ゃ
く

用よ
う

や
手て

洗あ
ら

い
な
ど
の
継け

い

続ぞ
く

樹   

海

立り
つ

も
起お

き
る
中な

か

、
英え

い

国こ
く

の
研け

ん

究き
ゅ
う

機き

関か
ん

二ふ
た

つ
が
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ

の
抗こ

う

体た
い

の
継け

い

続ぞ
く

期き

間か
ん

に
関か

ん

す

る
研け

ん

究き
ゅ
う

結け
っ

果か

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし

た
。

じ
ゅ
　
　
か
い

政せ
い

治じ

的て
き

な
対た

い

立り
つ

に
も
発は

っ

展て
ん

し
た
中ち

ゅ
う

国ご
く

製せ
い

の
ワ

ク
チ
ン
を
手て

に
、
上じ

ょ
う

院い
ん

で
説せ

つ

明め
い

す
る
ド
リ
ア

聖せ
い

州し
ゅ
う

知ち

事じ

（Governo de São Paulo

）

か
」
と
の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

発は
つ

言げ
ん

も
、

抗こ
う

体た
い

保ほ

有ゆ
う

者し
ゃ

が
予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

反は
ん

対た
い

派は

を
な
だ
め
よ
う
と
し
た

発は
つ

言げ
ん

と
言い

わ
れ
そ
う
だ
。

　

ド
リ
ア
聖せ

い

州し
ゅ
う

知ち

事じ

は
義ぎ

務む

化か

宣せ
ん

言げ
ん

時じ

、
医い

師し

が
診し

ん

断だ
ん

書し
ょ

を
出だ

し
た
人ひ

と

な
ど
は
除の

ぞ

く

と
明め

い

言げ
ん

し
た
。
専せ

ん

門も
ん

家か

が
政せ

い

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
の
抗こ

う

体た
い

は
長な

が

持も

ち
し
な
い
？

係け
い

が
あ
る
と
も
い
う
。

　

無む

症し
ょ
う

状じ
ょ
う

者し
ゃ

や
軽け

い

症し
ょ
う

者し
ゃ

は

抗こ
う

体た
い

が
弱よ

わ

い
と
の
説せ

つ

は
か
な

り
前ま

え

に
流な

が

れ
た
し
、
繰く

り
返か

え

し
感か

ん

染せ
ん

す
る
人ひ

と

が
い
る
事こ

と

も

知し

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事こ

と

は
、
ワ
ク
チ
ン
が
開か

い

発は
つ

さ
れ

て
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ

を
求も

と

め
る
理り

由ゆ
う

を
裏う

ら

付づ

け
る

報ほ
う

告こ
く

が
続つ

づ

い
た
事こ

と

は
、
感か

ん

染せ
ん

し
た
人ひ

と

な
ど
は
予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

を

受う

け
る
必ひ

つ

要よ
う

が
な
い
と
し
、

予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

義ぎ

務む

化か

に
反は

ん

対た
い

す

る
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの

主し
ゅ

張ち
ょ
うへ

の
疑ぎ

問も
ん

を
強つ

よ

め
る
。「
な

ぜ
ワ
ク
チ
ン
開か

い

発は
つ

を
急い

そ

ぐ
の

治じ

的て
き

対た
い

立り
つ

は
防ぼ

う

疫え
き

上じ
ょ
うの

対た
い

策さ
く

の
遅お

く

れ
を
招ま

ね

く
と
警け

い

鐘し
ょ
うを

鳴な

ら
す
中な

か

、
抗こ

う

体た
い

の
継け

い

続ぞ
く

期き

間か
ん

へ
の
疑ぎ

問も
ん

は
改あ

ら
た

め
て
、
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

増ぞ
う

加か

を
防ふ

せ

ぐ
た
め
に
１
日に

ち

も
早は

や

い
ワ
ク
チ
ン
開か

い

発は
つ

・
接せ

っ

種し
ゅ

を
と
願ね

が

う
科か

学が
く

者し
ゃ

達た
ち

の
背せ

中な
か

を
押お

し
そ
う
だ
。　
（
み
）

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン

購こ
う

入に
ゅ
う

問も
ん

題だ
い

で
政せ

い

治じ

的て
き

な
対た

い

　

イ
ン
ペ
リ
ア

ル
カ
レ
ッ
ジ
が

６
〜
９
月が

つ

に

３
６
万ま

ん

５
千せ

ん

人に
ん

を
対た

い

象し
ょ
うに

行
お
こ
な

っ
た

調ち
ょ
う

査さ

に
よ
る
と
、

抗こ
う

体た
い

保ほ

有ゆ
う

者し
ゃ

の

割わ
り

合あ
い

は
６
％
か

ら
４
・
４
％
に
と

２
６
・
５
％
減げ

ん

少し
ょ
う。

他ほ
か

の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
同ど

う

様よ
う

、

抗こ
う

体た
い

は
長な

が

持も

ち

し
な
い
可か

能の
う

性せ
い

も
勉べ

ん

強き
ょ
うか

ら
離は

な

れ
る
と
せ
っ

か
く
覚お

ぼ

え
た
事こ

と

を
忘わ

す

れ
て
し

ま
う
」
と
生せ

い

徒と

達た
ち

へ
の
心し

ん

配ぱ
い

を
募つ

の

ら
せ
る
。
同ど

う

件け
ん

で
支し

援え
ん

対た
い

象し
ょ
うと

な
る
生せ

い

徒と

の
両

り
ょ
う

親し
ん

は

４
５
歳さ

い

以い

上じ
ょ
うの

年ね
ん

齢れ
い

で
再さ

い

就
し
ゅ
う

職し
ょ
くが

難む
ず
か

し
く
、
学が

く

費ひ

が
払は

ら

え

な
い
の
で
復ふ

く

学が
く

の
目め

途ど

が
立た

っ

て
い
な
い
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うだ

と
語か

た

る
。

　

同ど
う

施し

設せ
つ

に
通か

よ

う
生せ

い

徒と

の
両

り
ょ
う

親し
ん

は
単た

ん

に
デ
カ
セ
ギ
と
し
て

で
は
な
く
「
子こ

供ど
も

を
安あ

ん

心し
ん

し

て
育そ

だ

て
た
い
」
と
治ち

安あ
ん

の
良よ

さ
か
ら
来ら

い

日に
ち

し
て
き
た
人ひ

と

も

多お
お

い
。
中な

か

に
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
エ

ン
ジ
ニ
ア
や
弁べ

ん

護ご

士し

な
ど
高こ

う

度ど

な
専せ

ん

門も
ん

職し
ょ
くに

就つ

い
て
い
た

外
がい

国
こく

人
じん

身
み

分
ぶん

証
しょう

明
めい

書
しょ

（ＣＲＮＭ）の参
さん

考
こう

写
しゃ

真
しん

（ブラジル外
がい

務
む

省
しょう

サイトより）

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

等な
ど

に
問と

い
合あ

わ

せ
る
こ
と
。
在ざ

い

東と
う

京き
ょ
うブ

ラ
ジ

ル
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

（h
ttp

://
cgtoqu

io.itam
araty.

gov.br/ja/M
ain.xm

l

）

　

連れ
ん

邦ぽ
う

警け
い

察さ
つ

は
２
１
日に

ち

、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
改か

い

訂て
い

を
発は

っ

表
ぴ
ょ
う

し
た
。
そ
の
主お

も

だ
っ
た
変へ

ん

更こ
う

点て
ん

は
次つ

ぎ

の
３
点て

ん

。
在ざ

い

サ
ン
パ

ウ
ロ
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

の
連れ

ん

絡ら
く

メ
ー
ル
か
ら
概が

い

要よ
う

を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
。
な
お
、
連れ

ん

邦ぽ
う

警け
い

察さ
つ

の

外が
い

国こ
く

人じ
ん

身み

分ぶ
ん

証し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

（
Ｃ

Ｒ
Ｎ
Ｍ ‒ C

arteira de 
R
eg

istro N
acio

n
al 

M
ig
rató

rio

）
な
ど
移い

住じ
ゅ
う

関か
ん

連れ
ん

の
手て

続つ
づ

き
の
予よ

約や
く

申も
う

し
込こ

み
が
再さ

い

開か
い

し
て
い
る
が
、

か
な
り
込こ

み
合あ

っ
て
い
る
模も

様よ
う

。
（
１
）
３
月が

つ

１
６
日に

ち

か
ら
停て

い

止し

さ
れ
て
い
た
、
連れ

ん

邦ぽ
う

警け
い

察さ
つ

が
所し

ょ

管か
ん

す
る
移い

住じ
ゅ
う

関か
ん

係け
い

手て

続つ
づ

き
の
締し

め

切き

り
や
有ゆ

う

効こ
う

期き

間か
ん

の

日に
っ

数す
う

計け
い

算さ
ん

が
１
１
月が

つ

３
日か

か

ら
再さ

い

開か
い

さ
れ
る
な
ど
の
変へ

ん

更こ
う

が
行お

こ
なわ

れ
た
。

（
２
）
２
０
２
０
年ね

ん

３
月が

つ

１
６
日に

ち

以い

降こ
う

に
期き

限げ
ん

を
迎む

か

え

た
、
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

登と
う

録ろ
く

証し
ょ
う、

そ
の
他ほ

か

の
文ぶ

ん

書し
ょ

は
、
入

に
ゅ
う

国こ
く

及お
よ

び
登と

う

録ろ
く

を
目も

く

的て
き

と
し
て
、
２
０
２
１
年ね

ん

３
月が

つ

１
６
日に

ち

ま
で
使し

用よ
う

す
る
こ
と

が
出で

来き

る
。

（
３
）
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の
短た

ん

期き

渡と

航こ
う

者し
ゃ

の
滞た

い

在ざ
い

可か

能の
う

期き

間か
ん

の
進し

ん

行こ
う

も
２
０
２
０
年ね

ん

１
１
月が

つ

３
日か

か
ら
再さ

い

開か
い

さ
れ
る
。

　

以い

下か

、
連れ

ん

邦ぽ
う

警け
い

察さ
つ

の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
改か

い

訂て
い

に
関か

ん

す
る
政せ

い

令れ
い

第だ
い

１
８
条じ

ょ
うの

詳く
わ

し
い
概が

い

要よ
う

。

【
第だ

い

１
条じ

ょ
う

】
２
０
２
１
年ね

ん

３

月が
つ

１
６
日に

ち

よ
り
停て

い

止し

さ
れ

て
い
た
、
連れ

ん

邦ぽ
う

警け
い

察さ
つ

が
所し

ょ

管か
ん

す
る
移い

住じ
ゅ
う

関か
ん

係け
い

手て

続つ
づ

き

の
締し

め

切き

り
や
有ゆ

う

効こ
う

期き

間か
ん

（a 
con

tagem
 d

os p
ra-

zos m
igratorios n

o 
am

bito da P
F

）
の
日に

っ

数す
う

計け
い

算さ
ん

が
１
１
月が

つ

３
日か

よ
り
再さ

い

開か
い

さ
れ
る
。

【
第だ

い

２
条じ

ょ
う

】
２
０
２
０
年ね

ん

３

月が
つ

１
６
日に

ち

以い

降こ
う

に
期き

限げ
ん

を
迎む

か

え
た
、
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

登と
う

録ろ
く

証し
ょ
う、

そ
の
他ほ

か

の
文ぶ

ん

書し
ょ

は
、
入

に
ゅ
う

国こ
く

及お
よ

び
登と

う

録ろ
く

を
目も

く

的て
き

と
し
て
、
２
０
２
１
年ね

ん

３

月が
つ

１
６
日に

ち

ま
で
使し

用よ
う

す
る
こ

と
が
出で

来き

る
。

【
第だ

い

３
条じ

ょ
う

】
移い

住じ
ゅ
う

手て

続つ
づ

き
に

つ
い
て
、
２
０
２
０
年ね

ん

３
月が

つ

１
６
日に

ち

以い

降こ
う

に
失し

っ

効こ
う

し
た
文ぶ

ん

書し
ょ

は
、
移い

民み
ん

が
国こ

く

内な
い

に
在ざ

い

留
り
ゅ
う

（V
isto T

em
p
orario

）
は
、
連れ

ん

邦ぽ
う

警け
い

察さ
つ

に
未み

登と
う

録ろ
く

で

あ
っ
て
も
有ゆ

う

効こ
う

で
あ
る
場ば

合あ
い

、

ま
た
は
、
例れ

い

外が
い

的て
き

に
伯は

く

外が
い

務む

省し
ょ
うに

よ
っ
て
有ゆ

う

効こ
う

期き

間か
ん

が
延え

ん

長ち
ょ
うさ

れ
た
場ば

合あ
い

は
、
入

に
ゅ
う

国こ
く

に

使し

用よ
う

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
一い

ち

時じ

滞た
い

在ざ
い

ビ
ザ
（V

isto 
T
em

p
o
rario

）
は
、
２ 

０
２
１
年ね

ん

３
月が

つ

１
６
日に

ち

ま
で

登と
う

録ろ
く

で
き
る
。
再さ

い

入に
ゅ
う

国こ
く

の
場ば

合あ
い

は
、
入

に
ゅ
う

国こ
く

か
ら
９
０
日に

ち

以い

内な
い

に
登と

う

録ろ
く

で
き
る
。

※
た
だ
し
、
入

に
ゅ
う

国こ
く

か
ら
９
０

日に
ち

経け
い

過か

し
た
日ひ

が
２
０
２
１

年ね
ん

３
月が

つ

１
６
日に

ち

を
超こ

え
な
い

場ば

合あ
い

は
、
２
０
２
１
年ね

ん

３
月が

つ

１
６
日に

ち

が
最さ

い

終し
ゅ
う

期き

限げ
ん

と
な

る
。

【
第だ

い

７
条じ

ょ
う

】
２
０
１
７
年ね

ん

１
１
月が

つ

２
０
日か

付づ
け

の
施し

行こ
う

令れ
い

（d
ecreto

）
第だ

い

９
１
９
９

号ご
う

の
１
３
５
条じ

ょ
う

３
項こ

う

に
規き

定て
い

さ
れ
て
い
る
、
ブ
ラ
ジ
ル
を

不ふ

在ざ
い

に
す
る
最さ

い

大だ
い

不ふ

在ざ
い

期き

間か
ん

に
つ
い
て
、
２
０
２
０
年ね

ん

３

月が
つ

１
５
日に

ち

ま
で
計け

い

上じ
ょ
うさ

れ
、

２
０
２
０
年ね

ん

１
１
月が

つ

３
日か

か

ら
日に

っ

数す
う

計け
い

算さ
ん

が
再さ

い

開か
い

さ
れ
る
。

【
第だ

い

８
条じ

ょ
う

】
こ
の
政せ

い

令れ
い

は
、
公こ

う

布ふ

日び

よ
り
施し

行こ
う

す
る
。

　

詳く
わ

し
く
は
政せ

い

令れ
い

第だ
い

１
８

条じ
ょ
う

の
原げ

ん

文ぶ
ん

（h
ttp

s://
w
w
w
.in

.gov.b
r/en

/
w
eb/dou/-/portaria-

n
-1
8
-d

ire
x
/p

f-d
e
-

1
9
-d
e-o

u
tu

b
ro

-d
e- 

2
0
2
0
-2
8
3
9
9
5
9
4
0

）

を
参さ

ん

照し
ょ
うす

る
こ
と
。

　

も
し
く
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
政せ

い

府ふ

当と
う

局き
ょ
くや

在ざ
い

東と
う

京き
ょ
うブ

ラ
ジ
ル

人ひ
と

も
い
る
と
い
う
。

　
一い

っ

方ぽ
う

で
、
下し

た

調し
ら

べ
が
足た

り
な

い
ま
ま
訪ほ

う

日に
ち

す
る
家か

族ぞ
く

も
多お

お

く

「
家か

族ぞ
く

で
来ら

い

日に
ち

す
る
時と

き

は
両

り
ょ
う

親し
ん

の
ど
ち
ら
か
先さ

き

に
来き

て
現げ

ん

地ち

を
把は

握あ
く

す
る
事こ

と

を
お
勧す

す

め

し
ま
す
」
と
提て

い

言げ
ん

し
て
い
る
。

　

黄お
お

地ち

理り

事じ

長ち
ょ
うは

８
９
年ね

ん

か

ら
日に

本ほ
ん

に
定て

い

住じ
ゅ
うし

、
車く

る
ま

の
製せ

い

造ぞ
う

工こ
う

場じ
ょ
うで

働は
た
ら

い
て
い
た
。
娘

む
す
め

が
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

学が
っ

校こ
う

に
通か

よ

い

だ
し
て
か
ら
教

き
ょ
う

育い
く

に
疑ぎ

問も
ん

を

抱だ

き
「
良よ

い
教

き
ょ
う

育い
く

を
さ
せ
た

い
」
と
学が

っ

校こ
う

を
立た

ち
上あ

げ
た

の
が
き
っ
か
け
。
日に

本ほ
ん

語ご

と
ポ
語ご

だ
け
で
な
く
世せ

界か
い

で
も

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取と

れ

る
よ
う
に
と
英え

い

語ご

も
組く

み
込こ

ん
で
い
る
。

　

同ど
う

施し

設せ
つ

に
は
１
歳さ

い

か
ら
６

歳さ
い

ま
で
の
託た

く

児じ

ク
ラ
ス
、
主お

も

に
日に

本ほ
ん

語ご

を
教お

し

え
る
６
歳さ

い

か

ら
１
２
歳さ

い

の
学が

く

習し
ゅ
う

支し

援え
ん

ク
ラ

ス
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
帰き

国こ
く

予よ

定て
い

が
あ
る
児じ

童ど
う

の
た
め
に
ブ
ラ

ジ
ル
人じ

ん

学が
っ

校こ
う

の
ほ
か
、
学が

っ

校こ
う

の
宿

し
ゅ
く

題だ
い

を
支し

援え
ん

す
る
放ほ

う

課か

後ご

ク
ラ
ス
、
年ね

ん

齢れ
い

を
問と

わ
な
い

日に

本ほ
ん

語ご

支し

援え
ん

教き
ょ
う

室し
つ

も
設も

う

け
て

い
る
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
は
５
０
０
円え

ん

か
ら
の
支し

援え
ん

が
可か

能の
う

。
中な

か

に
は
菊き

く

川が
わ

市し

名め
い

産さ
ん

の
お
茶ち

ゃ

や
送そ

う

迎げ
い

車し
ゃ

両
り
ょ
う

に
バ
ナ
ー
広こ

う

告こ
く

掲け
い

載さ
い

な
ど
の

お
礼れ

い

が
選え

ら

べ
る
コ
ー
ス
も
あ

る
。
募ぼ

集し
ゅ
う

期き

間か
ん

は
１
１
月が

つ

２
３
日に

ち

（
月げ

つ

）
ま
で
。
支し

援え
ん

募ぼ

集し
ゅ
うペ

ー
ジ
（h

ttp
s://

re
a
d
y
fo

r.jp
/p

ro
j 

ects/crech
em

irai/
preview
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託た
く

児じ

・
学が

く

習し
ゅ
う

施し

設せ
つ

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法ほ

う

人じ
ん

「
ミ
ラ
イ
」
に
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
も
開か

い

設せ
つ

さ
れ
て
い
る
。
▼

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.

crech
em

irai.o
rg

/

）

▼
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（w

w
w
.

faceb
ook.com

/b
u
si 

ness/dashboard/

）

　

在ざ
い

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

向む

け
に

託た
く

児じ

・
学が

く

習し
ゅ
う

施し

設せ
つ

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法ほ
う

人じ
ん

「
ミ
ラ
イ
」
は
、
託た

く

児じ

所し
ょ

か
ら
日に

本ほ
ん

の
公こ

う

立り
つ

学が
っ

校こ
う

へ

就し
ゅ
う

学が
く

す
る
子こ

供ど
も

を
支し

援え
ん

す
る

ク
ラ
ス
や
、
い
ず
れ
ブ
ラ
ジ

ル
に
帰き

国こ
く

予よ

定て
い

の
子こ

供ど
も

向む

け

に
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

学が
っ

校こ
う

も
あ
る
。

正せ
い

式し
き

な
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

学が
っ

校こ
う

と

し
て
の
認に

ん

定て
い

申し
ん

請せ
い

中ち
ゅ
うで

、
取し

ゅ

材ざ
い

中ち
ゅ
うに

東と
う

京き
ょ
う

都と

北き
た

青あ
お

山や
ま

に
あ

る
ブ
ラ
ジ
ル
大た

い

使し

館か
ん

を
通つ

う

じ
、

「
受う

け

付つ

け
番ば

ん

号ご
う

」
の
書し

ょ

類る
い

が

届と
ど

き
「
こ
れ
で
安あ

ん

心し
ん

で
き
る
」

と
顔か

お

を
綻ほ

こ
ろ

ば
せ
る
黄お

お

地ち

理り

事じ

長ち
ょ
う。

と
い
う
の
も
ブ
ラ
ジ
ル

政せ
い

府ふ

へ
申し

ん

請せ
い

を
始は

じ

め
た
の
は

３
年ね

ん

前ま
え

で
、
政せ

い

権け
ん

交こ
う

代た
い

の
タ

イ
ミ
ン
グ
が
重か

さ

な
っ
て
申し

ん

請せ
い

が
破は

棄き

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

今こ
ん

回か
い

で
三さ

ん

度ど

目め

の
申し

ん

請せ
い

だ
と

い
う
。
審し

ん

査さ

に
合ご

う

格か
く

し
て
嬉う

れ

し
い
知し

ら
せ
が
続つ

づ

い
て
欲ほ

し
い

所と
こ
ろだ

。

し
て
お
り
、
２
０
２
１
年ね

ん

３

月が
つ

１
６
日に

ち

ま
で
に
登と

う

録ろ
く

・
更こ

う

新し
ん

手て

続つ
づ

き
を
行お

こ
な

う
場ば

合あ
い

の
み

受じ
ゅ

理り

さ
れ
る
。

【
第だ

い

４
条じ

ょ
う

】
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の
短た

ん

期き

渡と

航こ
う

者し
ゃ

に
つ
い
て
も
、
す
べ

て
の
法ほ

う

的て
き

効こ
う

果か

が
適て

き

用よ
う

さ
れ

る
。
特と

く

に
、
短た

ん

期き

渡と

航こ
う

者し
ゃ

の

最さ
い

大だ
い

滞た
い

在ざ
い

可か

能の
う

期き

間か
ん

の
計け

い

算さ
ん

に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
法ほ

う

律り
つ

に
準じ

ゅ
ん

ず
る
こ
と
と
な
る
。
２ 

０
２
０
年ね

ん

３
月が

つ

１
６
日に

ち

か
ら

２
０
２
０
年ね

ん

１
１
月が

つ

３
日か

ま

で
の
期き

間か
ん

は
考こ

う

慮り
ょ

さ
れ
な
い
。

【
第だ

い

５
条じ

ょ
う

】
居き

ょ

住じ
ゅ
う

期き

間か
ん

は
、

一い
ち

時じ

滞た
い

在ざ
い

ビ
ザ
（V

isto 
T
em

p
o
rario

）
の
登と

う

録ろ
く

日び

に
関か

か

わ
ら
ず
、
一い

ち

時じ

滞た
い

在ざ
い

ビ
ザ
で
の
最さ

い

初し
ょ

の
入

に
ゅ
う

国こ
く

か
ら

継け
い

続ぞ
く

し
て
計け

い

算さ
ん

さ
れ
る
。

【
第だ

い

６
条じ

ょ
う

】
一い

ち

時じ

滞た
い

在ざ
い

ビ
ザ

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
で
は
「
ま
ず
は
急き

ゅ
う

を
要よ

う

す

る
、
復ふ

く

学が
く

出で

来き

て
い
な
い
生せ

い

徒と

か
ら
助た

す

け
る
事こ

と

」
を
目も

く

標
ひ
ょ
う

に
、
生せ

い

徒と

２
０
人に

ん

の
月げ

っ

謝し
ゃ

１

カ
月げ

つ

分ぶ
ん

と
手て

数す
う

料り
ょ
うを

含ふ
く

む

１
１
６
万ま

ん

円え
ん

を
募つ

の

る
事こ

と

に
し

た
。復ふ

く

学が
く

出で

来き

て
い
な
い
生せ

い

徒と

は
、
こ
れ
か
ら
公こ

う

立り
つ

の
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

や
中

ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

へ
入

に
ゅ
う

学が
く

を
控ひ

か

え

て
い
る
６
歳さ

い

か
ら
１
２
歳さ

い

の

学が
く

習し
ゅ
う

支し

援え
ん

ク
ラ
ス
の
生せ

い

徒と

で
、
両

り
ょ
う

親し
ん

自じ

身し
ん

も
日に

本ほ
ん

語ご

が

出で

来き

な
い
家か

庭て
い

が
殆ほ

と
ん

ど
だ
。

同ど
う

ク
ラ
ス
で
は
日に

本ほ
ん

語ご

の
勉べ

ん

強き
ょ
うの

ほ
か
学が

っ

校こ
う

で
の
ル
ー
ル

も
指し

導ど
う

し
て
お
り
、
公こ

う

立り
つ

学が
っ

校こ
う

へ
の
円え

ん

滑か
つ

な
就

し
ゅ
う

学が
く

を
支し

援え
ん

し
て
い
た
。

　

黄お
お

地ち

理り

事じ

長ち
ょ
うは

「
少す

こ

し
で
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テレビ番
ばんぐみ

組案
あんない

内

【 問 い 合 わ せ 】（ 株 ） 日 本 国 際 放 送

ワ ー ル ド Ｔ Ｖ カ ス タ マ ー セ ン タ ー

◆ 電 話 : +81-3-5458-6601 ◆ E -
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☆都
つごう

合により放
ほうそう

送時
じかん

間、番
ばんぐみ

組内
ないよう

容が変
へんこう

更されている

場
ばあい

合もあります。

☆記
きさい

載されている放
ほうそう

送時
じかん

間はブラジリア時
じかん

間です。

	 月
がつ

	 日
にち

（土
ど

）まで

	 月
がつ

	 日
か

（日
にち

）から

	 11	 14	

☆【よるドラ】閻
え ん

魔
ま

堂
ど う

沙
さ

羅
ら

の
推
す い

理
り

奇
き

憚
た ん

 ☆
(3)

土
ど

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

11:30
　閻

えん

魔
ま

大
だい

王
おう

の娘
むすめ

・沙
さ

羅
ら

（中
なか

条
じょう

あやみ）の前
まえ

に元
もと

バドミントン選
せん

手
しゅ

の澤
さわ

木
き

夏
か

帆
ほ

（黒
くろ

島
しま

結
ゆい

菜
な

）がくる。
夏
か

帆
ほ

は国
こく

内
ない

トップ選
せん

手
しゅ

だったが、ケガで引
いん

退
たい

。今
いま

は片
かた

手
て

間
ま

でコーチをしている。ある日
ひ

、闘
とう

病
びょう

中
ちゅう

の父
ちち

が「続
つづ

けろ」というメモを残
のこ

して亡
な

くなり、
姉
あね

の南
な

緒
お

（山
やま

下
した

リオ）や関
かん

係
けい

者
しゃ

に反
はん

対
たい

されるも、
夏
か

帆
ほ

はひそかに復
ふっ

帰
き

しようと動
うご

き出
だ

す。だが予
よ

期
き

せぬトラブルで事
じ

故
こ

死
し

した夏
か

帆
ほ

は沙
さ

羅
ら

に本
ほん

音
ね

を見
み

透
す

かされて逆
ぎゃく

上
じょう

。沙
さ

羅
ら

の怒
いか

りを買
か

って地
じ

獄
ごく

に落
お

とされる。

☆麒
き

麟
りん

がくる☆
第

だい

31 回
かい

日
にち

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

8:00
（再

さい

）午
ご

後
ご

17:00  土
ど

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

1:05
　ついに越

えち

前
ぜん

へ
向
む

けて出
しゅっ

兵
ぺい

を開
かい

始
し

した信
のぶ

長
なが

（染
そめ

谷
や

将
しょう

太
た

）。 破
は

竹
ちく

の勢
いきお

いで敦
つる

賀
が

ま
で 制

せい

圧
あつ

を す る。
しかし、朝

あさ

倉
くら

義
よし

景
かげ

（ユースケ・サンタマリア）
のいる一

いち

乗
じょう

谷
だに

まであと一
いち

歩
ほ

に迫
せま

った金
かな

ヶ
が

崎
さき

で、
浅
あざ

井
い

長
なが

政
まさ

（金
かな

井
い

浩
ひろ

人
と

）が信
のぶ

長
なが

を突
とつ

然
ぜん

裏
うら

切
ぎ

り、背
はい

後
ご

から迫
せま

ってくる。朝
あさ

倉
くら

・浅
あさ

井
い

に挟
はさ

まれ絶
ぜっ

体
たい

絶
ぜつ

命
めい

の信
のぶ

長
なが

軍
ぐん

。このまま前
ぜん

進
しん

するという信
のぶ

長
なが

を光
みつ

秀
ひで

（長
は

谷
せ

川
がわ

博
ひろ

己
き

）は、織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

はいま死
し

んでは
ならない、逃

に

げるべしと強
つよ

く説
せっ

得
とく

。それは数
すう

万
まん

の兵
へい

を率
ひき

いた熾
し

烈
れつ

な退
たい

却
きゃく

戦
せん

の始
はじ

まりだった…。

☆魂
たましい

のタキ火
ひ

☆
＃５

月
げつ

曜
よう

日
び

  午
ご

後
ご

1:30
　「魂

たましい

を燃
も

やす、タキ火
ひ

」を、ゲストのトークと

共
とも

に味
あじ

わう。火
ひ

を囲
かこ

んで、何
なに

気
げ

ないやりとりを

していると、なんだか時
とき

の流
なが

れが変
か

わって、自
し

然
ぜん

と自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

を振
ふ

り返
かえ

りたい気
き

分
ぶん

になる。その

会
かい

話
わ

の妙
みょう

に聞
き

き耳
みみ

を立
た

ててみて。今
こん

回
かい

、タキ火
ひ

を囲
かこ

むのは俳
はい

優
ゆう

の尾
お

上
のえ

松
まつ

也
や

さん、趣
しゅ

里
り

さん、副
ふく

島
しま

淳
じゅん

さんの３人
にん

。尾
お

上
のえ

松
まつ

也
や

さんは２０歳
さい

の時
とき

に

突
とつ

然
ぜん

父
ちち

を亡
な

くし、深
ふか

い孤
こ

独
どく

を味
あじ

わったという。

父
ちち

と同
おな

じ歌
か

舞
ぶ

伎
き

俳
はい

優
ゆう

の道
みち

を歩
あゆ

むことを決
き

めてい

たものの、自
じ

分
ぶん

の実
じつ

力
りょく

不
ぶ

足
そく

を痛
つう

感
かん

したことを振
ふ

り返
かえ

る。

俳
優
っ
て
ば
か
だ
な
と
感
じ
て 「

眠
り
が
も
た
ら
す

奇
怪
な
出
来
事
」

（
ガ
イ
・
レ
シ
ュ
ジ
ナ
ー
著
、

高
橋
洋
訳
）

☆鑑
か ん

賞
し ょ う

マニュアル　美
び

の壺
つぼ

☆
「アクアリウム」
金
きん

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

3：30
　水

すい

槽
そう

に水
みず

草
くさ

を植
う

え、石
いし

・流
りゅう

木
ぼく

などを配
はい

置
ち

する水
すい

中
ちゅう

の庭
にわ

、「アクアリウム」。従
じゅう

来
らい

は熱
ねっ

帯
たい

魚
ぎょ

の添
そ

え物
もの

とされていたが、近
きん

年
ねん

その関
かん

係
けい

が逆
ぎゃく

転
てん

。マンショ
ンや商

しょう

業
ぎょう

施
し

設
せつ

のロビー、飲
いん

食
しょく

店
てん

、コインランド
リーにまで設

せっ

置
ち

されるなどブームに。水
すい

中
ちゅう

の景
けしき

色
を楽

たの

しむ「アクアリウム」をはじめ、水
みず

辺
べ

から
陸
りく

地
ち

に至
いた

る風
ふう

景
けい

を創
つく

り出
だ

す「アクアテラリウム」、
陸
りく

生
せい

の植
しょく

物
ぶつ

を育
そだ

てる「パルダリウム」など、そ
のスタイルも多

た

様
よう

化
か

。
☆【 プレミアムドラマ】
一
い ち

億
お く

円
え ん

のさようなら☆
(7)

木
もく

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

0:15（再
さい

）午
ご

後
ご

10:50
　鉄

てっ

平
ぺい

（上
かみ

川
かわ

隆
たか

也
や

）の部
へ

屋
や

で多
た

額
がく

の札
さつ

束
たば

を見
み

た
波
なみ

江
え

（奥
おく

貫
ぬき

薫
かおる

）は、言
こと

葉
ば

にできない不
ふ

安
あん

を抱
かか

え
込
こ

む。「はちまき寿
ず

司
し

」に新
あら

たな出
しゅっ

店
てん

の誘
さそ

いがも
たらされ、鉄

てっ

平
ぺい

はどうすべきかを迷
まよ

っていた。
２００３年

ねん

、母
はは

を亡
な

くした鉄
てっ

平
ぺい

（松
まつ

村
むら

北
ほく

斗
と

）は
夏
なつ

代
よ

（森
もり

田
た

望
み

智
さと

）の愛
あい

情
じょう

に救
すく

われていた。しか

（３） ２０２０（令和二）年第５６０２号 	１０月	２９日	（木曜日）

自
分
と
他
人
、
理
解
の
一
助

「
あ
な
た
の
知
ら
な
い
あ
な
た
の
強
み
」

「
空
洞
の
な
か
み
」
刊
行

松
重
豊
（
共
同
）

（
古
野
俊
幸
著
）

「
山
と
獣
と
肉
と
皮
」

生
死
の
循
環
の
中
で
食
べ
る

（
繁
延
あ
づ
さ
著
）

☆金
き ん

曜
よ う

日
び

のソロたちへ☆
(25)

火
か

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

1:30
　去

きょ

年
ねん

10 月
つき

にレギュラー番
ばん

組
ぐみ

となった「金
きん

曜
よう

日
び

のソロたちへ」。これまで 78 人
にん

のソロの暮
く

ら
しぶりをのぞいてきた。今

こん

回
かい

は、今
こん

年
ねん

度
ど

放
ほう

送
そう

し
た中

なか

から MC 井
いの

上
うえ

裕
ゆう

介
すけ

と能
のう

町
まち

みね子
こ

の心
こころ

に残
のこ

る
「もう一

いち

度
ど

見
み

たいソロ」を集
あつ

めたスペシャル。コ
ロナ禍

か

でピンチに陥
おちい

るリアルな姿
すがた

など、MC の
ふたりが「これは歴

れき

史
し

的
てき

資
し

料
りょう

！」「さまざまな人
じん

生
せい

を見
み

せてもらえる！」と評
ひょう

した貴
き

重
ちょう

な映
えい

像
ぞう

を
一
いっ

挙
きょ

に放
ほう

送
そう

する。さらに、それぞれのこだわり
に満

み

ちた「ソロめし」もまとめて紹
しょう

介
かい

する！

「
あ
な
た
の
知
ら
な
い
あ
な
た
の
強
み
」（
共
同
）

「空洞のなかみ」の表紙（共同）

１
６
５
０
円
）
は
２
４
日
刊

行
。
役
者
の
苦
心
を
描
い
て

お
り
「
俳
優
っ
て
ば
か
だ
な

と
い
う
物
語
。
面
白
く
感
じ

て
も
ら
え
る
か
な
と
思
い
ま

す
」
と
話
す
。

　

雑
誌
連
載
の
エ
ッ
セ
ー
「
演

者
戯
言
」
の
書
籍
化
に
合
わ

　
【
共
同
】
今
も
昔
も
、
働

く
人
の
悩
み
の
大
半
は
職
場

の
人
間
関
係
だ
。
著
者
は
、

人
間
関
係
で
傷
つ
く
原
因
は

自
己
理
解
が
不
十
分
だ
か
ら

と
説
く
。
本
書
は
人
気
漫
画

「
宇
宙
兄
弟
」
の
登
場
人
物

を
題
材
に
、
個
人
の
特
性
を

五
つ
の
因
子
で
数
値
化
し
て

分
析
す
る
「
Ｆ
Ｆ
Ｓ
理
論
」

を
使
っ
て
、
自
他
へ
の
理
解
を

促
す
。

　

例
え
ば
「
宇
宙
兄
弟
」
の

主
人
公
ム
ッ
タ
は
「
受
容

性
」
が
高
い
タ
イ
プ
。
周
囲

を
気
遣
う
あ
ま
り
、
決
断
が

苦
手
だ
。
だ
が
５
人
の
チ
ー

ム
か
ら
２
人
を
選
ば
ね
ば
な

せ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
手
掛

け
た
。
き
っ
か
け
は
、
指
針

で
在
り
続
け
、
今
も
枕
元
に

度
々
現
れ
る
と
い
う
演
出
家

の
故
蜷
川
幸
雄
。「
夢
で
『
こ

う
い
う
時
期
に
何
や
ろ
う
と

思
っ
て
る
ん
だ
よ
』
と
問
わ

れ
た
。『
小
説
を
書
き
ま
す
』っ

て
言
っ
た
ら
『
い
い
ん
じ
ゃ
ね

え
か
』
っ
て
」

　

演
劇
集
団
ニ
ナ
ガ
ワ
・
ス

タ
ジ
オ
に
は
大
学
卒
業
と
と

も
に
所
属
。「
お
芝
居
の
方

程
式
」
に
加
え
「
こ
う
い
う

努
力
を
し
な
い
と
明
日
は
来

な
い
」
と
い
っ
た
ル
ー
ル
を

教
わ
っ
た
と
敬
慕
の
念
は
深

い
。
た
だ
「
特
殊
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
」
で
活
動
の
幅
が

松
重
豊
、
小
説
書
き
下
ろ
し

広
が
ら
な
い
こ
と
に
不
満
も

あ
り
、
３
年
半
で
芝
居
の
世

界
そ
の
も
の
か
ら
離
れ
た
。

　

そ
の
後
の
会
社
勤
務
も
し

た
１
年
半
を
「
演
じ
る
こ
と

へ
の
憧
れ
が
自
分
に
ど
れ
く

ら
い
あ
る
か
探
っ
て
い
た
」
と

振
り
返
る
。
演
劇
界
に
戻
る

が
バ
イ
ト
を
や
め
ら
れ
た
の

は
３
５
歳
ご
ろ
。
ド
ラ
マ
に

出
る
よ
う
に
な
っ
た
４
０
歳

ご
ろ
も
「
俳
優
と
し
て
こ
れ

か
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
、っ

て
思
っ
て
い
た
」
と
話
す
。

　

小
説
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
は

４
０
歳
の
頃
、仏
教
に
出
合
っ

た
経
験
を
基
に
記
し
た
。
座

ん
な
こ
と
ど
う
で
も
い
い
か

ら
、
そ
こ
に
い
れ
ば
い
い
』
と

思
う
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
」

　

連
作
短
編
で
、
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
役
を
担
お
う
と
す
る

俳
優
の
内
面
を
つ
づ
る
。
主

人
公
が
ど
ん
な
作
品
か
も
分

か
ら
ず
に
演
技
を
始
め
る
姿

か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
自

分
と
い
う
空
洞
に
役
を
入
れ

る
作
業
。
次
々
と
物
語
が
思

い
浮
か
ぶ
中
、
根
底
に
流
れ

て
い
る
の
は
共
通
し
た
自
身

の
考
え
だ
と
感
じ
、
プ
ロ
ロ
ー

グ
で
表
現
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
創
作
の
源
泉

に
な
っ
た
。
演
技
の
方
向
性

　
【
共
同
】
自
然
と
人
間
の

関
係
を
見
つ
め
る
写
真
家
は

今
回
、
モ
ン
ゴ
ル
を
旅
し
た
。

出
合
っ
た
の
は
、
山
間
部
で

ト
ナ
カ
イ
と
と
も
に
暮
ら
す

民
族
や
、
ど
こ
ま
で
も
続
く

砂
漠
と
ラ
ク
ダ
。
ピ
ュ
ア
で
力

強
い
自
然
に
抱
か
れ
た
人
々

だ
っ
た
。

　

だ
が
撮
影
し
た
写
真
を

す
べ
て
振
り
返
る
と
、
ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
の
都
会
的
な
生

活
や
、
空
を
覆
い
尽
く
す
よ

う
に
広
が
る
星
々
や
鉱
物
と

い
っ
た
、
別
の
世
界
も
同
時

に
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
と

い
う
。
あ
ら
ゆ
る
世
界
が
隣

り
合
わ
せ
に
あ
っ
て
「
異
な
る

『
い
ま
』
を
生
き
て
い
る
」。

そ
の
視
点
の
転
換
に
、
目
を

見
開
か
さ
れ
る
。

　
（
青
幻
舎
・
５
５
０
０
円
）

い
る
肉
の
、
そ
の
前
」
を
追
っ

て
猟
師
と
共
に
長
崎
の
里
山

に
入
り
、
獣
と
向
き
合
っ
た

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
、「
食
べ

て
生
き
る
こ
と
」
を
考
え
続

け
た
軌
跡
だ
。

　

冬
の
朝
。
わ
な
に
か
か
っ

て
怒
り
狂
っ
て
い
た
イ
ノ
シ
シ

が
、
猟
師
の
ひ
と
突
き
で
ご

ろ
り
と
倒
れ
る
。
獣
の
つ
ぶ

ら
な
瞳
、
解
体
さ
れ
て
い
く

体
。
内
臓
か
ら
は
湯
気
が
立

　
【
共
同
】
夜
の
眠
り
は
、

昼
間
に
劣
ら
な
い
多
様
な
生

の
時
間
。
１
日
を
２
４
時
間

で
は
な
く
２
５
時
間
の
リ
ズ

ム
で
暮
ら
し
て
い
る
人
は
毎

日
眠
く
な
る
時
間
が
１
時
間

ず
つ
遅
れ
る
。
夢
遊
病
の
患

者
に
は
夜
中
に
バ
イ
ク
ツ
ー

リ
ン
グ
に
出
掛
け
た
記
憶
が

全
く
な
い
。

　

そ
も
そ
も
物
語
形
式
の
夢

　
【
共
同
】「
お
肉
は
何
で
で

き
て
る
の
？
」。
唐
揚
げ
を
手

に
し
た
娘
の
質
問
に
、
写
真

家
の
著
者
は
思
わ
ず
、
詳
し

く
説
明
す
る
の
を
た
め
ら
う
。

自
身
も
知
っ
て
い
る
と
は
思

え
な
か
っ
た
か
ら
。「
食
べ
て

☆ＣＯＯＬ ＪＡＰＡＮ
～発

は っ

掘
く つ

！かっこいいニッポン～☆
「楽

がっ

器
き

」
月
げつ

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

2:00
　いま、西

せい

洋
よう

楽
がっ

器
き

の代
だい

表
ひょう

であるピアノ、管
かん

楽
がっ

器
き

、
ギターなどで、日

に

本
ほん

製
せい

のシェアは世
せ

界
かい

ＮＯ．１と
なり、なんと、ヤマハ楽

がっ

器
き

１社
しゃ

で、世
せ

界
かい

の楽
がっ

器
き

の
約
やく

５０％を占
し

めている。人
にん

気
き

の秘
ひ

密
みつ

は、生
き

真
ま

面
じ

目
め

な職
しょく

人
にん

たちによる妥
だ

協
きょう

のないモノ作
づく

りと、どこま
でも改

かい

良
りょう

を重
かさ

ねる日
に

本
ほん

人
じん

の探
たん

求
きゅう

心
しん

。世
せ

界
かい

三
さん

大
だい

コン
クールの１つ「ショパン国

こく

際
さい

ピアノコンサート」
では、なんと、１０人

にん

のファイナリストのうち５
人
にん

がヤマハを選
えら

ぶ快
かい

挙
きょ

を成
な

し遂
と

げた。今
いま

や、日
に

本
ほん

の楽
がっ

器
き

は、トヨタ、ソニーなどに続
つづ

き、次
じ

世
せ

代
だい

の
日
に

本
ほん

を代
だい

表
ひょう

するメイドインジャパンとなりつつあ
る。そこで今

こん

回
かい

は、「日
に

本
ほん

の楽
がっ

器
き

」にスポットを
あて、日

に

本
ほん

人
じん

と楽
がっ

器
き

の付
つ

き合
あ

い方
かた

を探
さぐ

ってゆく。

「山と獣と肉と皮」（共同）

（
山
内
悠
著
）

「

惑

星

」

を
巡
り
右
往
左
往
す
る
主
人

公
の
姿
を
「
俳
優
は
役
で
生

き
る
し
か
な
い
で
す
が
、
役

に
よ
る
縛
り
は
何
か
と
い
う

と
明
確
な
も
の
は
な
い
。
僕

ら
は
問
い
直
し
の
連
続
で
す
」

と
語
る
。
社
会
の
変
化
で
自

分
の
役
割
の
根
拠
を
問
い
直

し
た
人
に
、
何
か
感
じ
て
も

ら
え
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

実
績
を
積
ん
で
き
た
が

「
誰
に
憧
れ
て
い
る
と
か
正

直
ほ
と
ん
ど
な
い
。
名
を
残

す
残
さ
な
い
、
っ
て
い
う
の

も
よ
く
分
か
ら
な
い
」。
た

だ
知
名
度
を
高
め
た
こ
と
で
、

小
説
を
は
じ
め
取
り
組
み
の

間
口
が
広
が
っ
た
と
実
感
す

る
。
動
画
投
稿
サ
イ
ト「
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
」
で
朗
読
の
映
像

も
公
開
し
て
い
る
。「
見
苦
し

く
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
る
人
、

と
思
わ
れ
て
い
い
。
ま
だ
ま

だ
興
味
の
あ
る
分
野
は
あ
る

の
で
、
晩
節
を
汚
し
た
い
な
っ

て
思
い
ま
す
」

「
絶
対
に
挫
折
し
な
い
日
本
史
」

国
の
単
位
を
ク
ー
ル
に
相
対
化

　
【
共
同
】
情
報
番
組
で
お

な
じ
み
と
な
り
、
小
説
で
も
芥
川
賞
候
補
に
名
を
連
ね

た
。
本
書
の
刊
行
予
定
が
明

（
古
市
憲
寿
著
）

　

陸
上
競
技
の
指
導
者
と
し

て
知
ら
れ
る
著
者
は
、
前
著

「
正
岡
子
規
と
明
治
の
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
」（
創
文
企
画
、

２
０
１
５
年
）
で
は
、
野

球
好
き
だ
っ
た
子
規
が
病
魔

に
侵
さ
れ
る
ま
で
熱
心
に
プ

レ
ー
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
、

通
説
で
は
「
左
投
げ
・
左
打

ち
」
と
さ
れ
て
い
た
の
を
、

子
規
の
握
力
数
値
な
ど
か
ら

「
右
投
げ
・
右
打
ち
」
と
推

定
し
た
。

　

本
書
で
は
、
子
規
と
一
緒

に
プ
レ
ー
し
た
俳
人
・
五
百

木
瓢
亭
の
「
正
岡
は
左
利
き

だ
つ
た
が
、
球
は
右
で
投
げ

た
。
字
を
書
く
の
も
右
で
あ

る
」
と
の
記
述
な
ど
か
ら
、

著
者
は
「
右
投
げ
」
だ
っ
た

と
の
確
証
を
得
た
と
し
て
い

　
【
共
同
】
寡
黙
だ
が
冗
舌
、

威
厳
が
あ
り
な
が
ら
哀
愁
を

帯
び
る
。
出
演
作
ご
と
に
味

わ
い
深
さ
を
見
せ
る
松
重
豊

が
、
初
の
小
説
「
愚
者
譫

言
」
を
書
き
下
ろ
し
た
。
所

収
す
る
著
書
「
空
洞
の
な

か
み
」（
毎
日
新
聞
出
版
・

禅
会
に
参
加
し
、

何
も
考
え
ず
に
自

分
を
空
っ
ぽ
の
器

に
す
る
こ
と
が
、

演
技
に
も
通
じ
る

と
感
じ
た
と
い
う
。

「
役
へ
の
向
き
合

い
方
が
凝
り
固

ま
っ
て
い
た
。『
そ

ら
な
い
と
き
、
そ
の
特
性
か

ら
、
互
い
の
融
和
を
図
ろ
う

と
動
い
て
き
た
こ
と
が
生
き

る
。「
こ
の
５
人
な
ら
、
誰
が

選
ば
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
」

と
皆
が
納
得
し
て
い
た
か
ら
、

ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
決
め
ら
れ
た
の

だ
。
彼
は
や
が
て
リ
ー
ダ
ー

に
成
長
す
る
。

　

版
元
に
よ
れ
ば
、
読
者
層

は
主
に
１
０
～
３
０
代
。
若

い
世
代
は
自
分
自
身
を
知
り

た
い
と
い
う
思
い
が
強
い
の

か
。
漫
画
が
た
っ
ぷ
り
と
使

わ
れ
、
内
容
も
理
解
し
や
す

い
。

　

苦
手
な
人
は
自
分
と
は
タ

イ
プ
が
違
う
と
捉
え
、
強
み

ら
か
に
な
る
と
、
会
員
制
交

流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
で
「
つ

い
に
日
本
史
に
侵
攻
し
て
き

た
」
と
本
好
き
が
ざ
わ
つ
い

た
。

　

約
３
０
０
ペ
ー
ジ
の
新
書

の
半
分
で
通
史
を
ざ
っ
く
り

説
明
し
、
残
り
半
分
で
テ
ー

マ
史
に
挑
む
と
い
う
大
胆
な

構
成
。
冒
頭
か
ら
「
神
様
の

よ
う
な
目
線
で
、
こ
の
国
の

歴
史
を
描
い
て
み
た
い
」
と

言
っ
て
の
け
る
あ
た
り
イ
ラ
ッ

と
す
る
読
者
も
い
る
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
そ
の
試
み
は
悪
く

な
い
。
印
象
的
な
の
は
「
日

本
」と
い
う
国
の
単
位
を
ク
ー

ル
に
相
対
化
す
る
視
線
だ
。

明
治
維
新
を
近
代
日
本
の
起

源
と
し
て
特
別
視
す
る
オ
ヤ

ジ
く
さ
い
歴
史
観
を
く
さ
し

つ
つ
、
高
度
経
済
成
長
期
を
、

冷
戦
に
よ
っ
て
「
ア
メ
リ
カ
が

優
し
く
し
て
く
れ
た
」「
幸
運
」

な
時
代
と
説
く
な
ど
、
身
も

ふ
た
も
な
い
表
現
が
次
々
と

飛
び
出
す
。

　

だ
が
、
そ
の
冷
静
さ
が
一

瞬
崩
れ
る
。
自
民
党
の
杉
田

水
脈
衆
院
議
員
を
「
に
わ
か

保
守
主
義
者
」
と
こ
き
下
ろ

す
く
だ
り
だ
。
彼
女
の
寄
稿

が
原
因
で
本
書
が
連
載
さ
れ

て
い
た
雑
誌
が
休
刊
に
な
っ

た
。
著
者
の
義
憤
な
の
だ
ろ

う
か
。
そ
ん
な
彼
の
意
外
な

熱
っ
ぽ
さ
に
も
触
れ
ら
れ
る

の
が
良
か
っ
た
の
か
、
刊
行

約
１
カ
月
で
３
度
増
刷
し

７
万
部
と
好
調
だ
。

　
（
新
潮
新
書
・
９
６
８
円
）

ち
、
心
臓
は
ま
だ
温
か
い
。

著
者
が
現
場
で
撮
っ
た
写
真

か
ら
は
、
ひ
り
ひ
り
と
し
た

命
の
切
迫
感
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
仕
留
め
ら
れ
た
イ
ノ
シ

シ
を
前
に
、
や
り
場
の
な
い

思
い
を
抱
き
な
が
ら
、
不
思

議
と
著
者
の
頭
に
浮
か
ぶ
の

は
「
絶
対
お
い
し
く
食
べ
て

や
る
」
と
い
う
思
い
。「
“
殺

す
”
と
“
食
べ
る
”
は
分

か
つ
こ
と
の
で
き
な
い
ひ
と
続

き
の
行
為
」
だ
っ
た
。

　

肉
質
を
精
査
し
う
ま
み
を

引
き
出
す
。
肉
の
塊
を
日
々

料
理
す
る
た
び
、
悲
し
み
が

消
え
て
い
っ
た
の
は
、
家
族
が

満
足
そ
う
に
食
べ
て
く
れ
た

か
ら
だ
と
つ
づ
る
。
獣
は「
私

の
大
切
な
人
た
ち
の
今
日
に

な
っ
た
」
の
だ
。

　

食
べ
る
行
為
は
厳
し
さ
を

伴
う
。
長
男
が
体
調
不
良
で

寝
込
ん
だ
と
き
、
野
生
肉
が

原
因
で
は
な
い
か
と
の
恐
怖

を
抱
い
た
と
い
う
。
杞
憂
に

終
わ
っ
た
が
、
著
者
は
そ
の

経
験
の
延
長
線
上
で
、
水
俣

病
の
問
題
を
考
え
る
。
メ
チ

ル
水
銀
を
含
む
工
場
排
水
で

汚
染
さ
れ
た
魚
を
知
ら
ず
に

食
べ
、
苦
し
ん
だ
人
々
。
そ

の
魚
は
本
来
、
目
の
前
の
海

に
あ
っ
て
、
貧
し
い
中
で
も

空
腹
を
満
た
せ
る
物
だ
っ
た
。

　

安
全
管
理
さ
れ
て
商
品
と

な
っ
た
肉
や
、「
培
養
肉
」
な

ら
そ
う
し
た
危
険
性
は
低
い
。

だ
が
食
べ
物
が
「
自
然
の
恵

み
だ
と
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う

か
」
と
の
本
書
の
問
い
掛
け

に
、
考
え
込
ん
で
し
ま
う
。

食
べ
る
こ
と
は
、
生
と
死
が

途
切
れ
な
く
続
く
自
然
の
循

環
の
中
に
、
人
間
も
ま
た
い

る
こ
と
の
証
し
で
も
あ
る
の

だ
か
ら
。（
陽
）

（
亜
紀
書
房
・
１
７
６
０
円
）

を
見
る
レ
ム
睡
眠
で
は
、
身

体
は
自
由
に
動
か
な
い
状
態

だ
が
、
脳
は
非
常
に
活
発
に

活
動
し
て
い
る
。
こ
れ
に
行

動
障
害
が
起
き
て
筋
肉
を
抑

制
で
き
な
い
と
、
患
者
は
身

体
を
使
っ
て
夢
を
実
演
し
て

し
ま
う
。
睡
眠
と
脳
の
不
可

思
議
な
現
象
を
神
経
科
医
が

る
。
故
郷
の
松
山
で
子
規
が
、

俳
人
仲
間
の
高
浜
虚
子
、
河

東
碧
梧
桐
に
野
球
を
指
南
し

た
様
子
も
紹
介
。
俳
句
界
の

最
高
峰
が
野
球
を
通
じ
て
親

交
を
深
め
た
結
果
、
同
郷
人

と
し
て
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

明
治
期
の
俳
句
革
新
の
原
動

力
に
な
っ
た
と
い
う
の
は
痛
快

な
話
だ
。

　

一
方
の
三
島
は
、
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
五
輪
（
１
９
１
２

年
）
出
場
前
の
学
習
院
時
代

や
、
明
治
末
年
に
結
成
さ
れ

た
社
交
団
体「
天
狗
倶
楽
部
」

で
エ
ー
ス
と
し
て
活
躍
。
ア

ン
パ
イ
ア
を
務
め
た
と
の
記

録
も
残
っ
て
い
る
。
ワ
イ
ン
ド

ア
ッ
プ
を
す
る
三
島
の
写
真

な
ど
、
貴
重
な
図
版
や
デ
ー

タ
も
豊
富
だ
。

帰
す
る
野
球
。
そ
の
誕
生
か

ら
、
明
治
期
の
日
本
へ
の
伝

来
・
発
展
を
た
ど
っ
た
岡
野

進
著
「
日
本
野
球
の
源
流
」

（
右
文
書
院
・
２
４
２
０
円
）

が
刊
行
さ
れ
た
。
金
栗
四
三

と
共
に
日
本
初
の
五
輪
選
手

と
な
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
い
だ
て
ん
」
で
も
注
目

を
集
め
た
三
島
弥
彦
の
野
球

と
の
つ
な
が
り
な
ど
、
興
味

深
い
ト
ピ
ッ
ク
も
ふ
ん
だ
ん

に
盛
り
込
ま
れ
た
労
作
だ
。

明
治
の
野
球
た
ど
る
労
作
刊
行

子
規
や
初
の
五
輪
選
手
も
活
躍

　
【
共
同
】
東
京
五
輪
で
３

大
会
ぶ
り
に
正
式
種
目
に
復

を
生
か
そ
う
と
考
え
ら
れ
た

ら
、
気
持
ち
は
ぐ
っ
と
軽
く

な
る
。
本
書
の
中
や
専
用
サ

イ
ト
で
は
、
質
問
に
答
え
れ

ば
タ
イ
プ
が
分
か
る
「
自
己

診
断
」
も
あ
り
、
皆
で
や
っ

て
み
た
く
な
る
。
ど
れ
ど
れ
？

　

え
ー
、
意
外
！

（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
・
１
９
８
０

円
）

教
え
て
く
れ
る
。

（
河
出
書
房
新
社
・
２
６
４ 

０
円
）

「絶対に挫折しない日本史」
（共同）

「日本野球の源流」（共同）

し今
いま

、鉄
てっ

平
ぺい

と夏
なつ

代
よ

（安
やす

田
だ

成
なる

美
み

）の関
かん

係
けい

は崩
くず

れ、
鉄
てっ

平
ぺい

は切
せつ

ない思
おも

いを波
なみ

江
え

に語
かた

る。「はちまき寿
ず

司
し

」の新
しん

規
き

出
しゅっ

店
てん

の結
けつ

論
ろん

は…。



懐
柔
へ
ロ
ビ
ー
活
動
を
展
開

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
＝
吉
無
田
修
】
来
月
３
日
の
米
大
統
領
選
を
前
に
、「
Ｇ
Ａ

Ｆ
Ａ
」
に
代
表
さ
れ
る
巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
へ
の
規
制
強
化
を
訴
え
る
政
治
圧
力
が
強
ま
っ

て
い
る
。世
論
へ
の
影
響
力
が
標
的
と
な
り
、米
議
会
は
会
員
制
交
流
サ
イ
ト（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

の
投
稿
の
在
り
方
を
問
題
視
。
企
業
側
は
消
費
者
の
利
便
性
を
重
視
す
る
姿
勢
を
示

し
反
論
す
る
一
方
、
懐
柔
へロ
ビ
ー
活
動
を
展
開
す
る
な
ど
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。

米
大
統
領
選
前
に
規
制
論

ス
で
推
移
。
９
月
以
降
の
出

生
数
を
左
右
す
る
今
年
前
半

の
妊
娠
届
も
減
っ
た
こ
と
が

分
か
っ
て
お
り
、
年
末
に
か

け
て
プ
ラ
ス
に
転
じ
る
可
能

性
は
低
い
。

　

厚
労
省
が
２
１
日
に
公
表

し
た
妊
娠
届
件
数
の
集
計
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

へ
の
不
安
が
続
い
た
今
年

５
〜
７
月
に
前
年
同
期
比

で
１
１
・
４
％
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
た
。政
府
関
係
者
は「
新

型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
経
済
の
先

行
き
へ
の
不
安
が
、
今
後
も

悪
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
。

　

２
０
２
０
年
に
生
ま
れ

る
子
ど
も
の
数
は
８
５
万

人
を
割
り
込
み
、
統
計
を
開

始
し
た
１
８
９
９
年
以
降

で
過
去
最
少
の
８
４
万
人

台
半
ば
と
な
る
見
通
し
で

あ
る
こ
と
が
２
４
日
、
分

か
っ
た
。
政
府
関
係
者
が

明
ら
か
に
し
た
。
政
府
が

「
８
６
万
シ
ョ
ッ
ク
」
と
表

現
し
た
昨
年
の
出
生
数
約

８
６
万
５
千
人
か
ら
、
さ
ら

に
２
万
人
程
度
減
少
し
、
５

年
連
続
で
過
去
最
少
を
更

新
す
る
こ
と
に
な
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
が
大
き
く
反
映

さ
れ
る
来
年
の
出
生
数
は

７
０
万
人
台
に
落
ち
込
む

過
去
最
少
更
新
、政
府
見
通
し

来
年
は
出
生
数
が
７
０
万
人

台
に
な
る
恐
れ
も
あ
る
」
と

危
機
感
を
募
ら
せ
る
。

　

１
人
の
女
性
が
生
涯
に
産

む
子
ど
も
の
数
で
あ
る
合
計

特
殊
出
生
率
も
下
落
傾
向

で
、
昨
年
は
１
・
３
６
と
低

迷
。
政
府
は
若
い
世
代
が
希

望
通
り
の
数
の
子
ど
も
を
持

て
る
「
希
望
出
生
率
１
・８
」

を
掲
げ
る
が
、
実
現
に
は
ほ

ど
遠
い
状
況
だ
。

　

出
生
数
の
推
計
値
は
、
例

年
、
そ
の
年
の
１
２
月
下
旬

に
人
口
動
態
統
計
の
「
年
間

推
計
」
で
公
表
さ
れ
る
。

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
人
台
へ

今
年
の
出
生
数
８
４
万
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８
４
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台
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８
４
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台
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８
４
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台
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８
４
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台
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出
生
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８
４
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台
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中
国
、
エ
コ
カ
ー
強
化
方
針

警
官
が
黒
人
男
性
射
殺

ド
ジ
ャ
ー
ス
、
総
合
力
で
栄
冠

巨
人
、
今
季
最
悪
４
連
敗

３
５
年
ま
で
に
「
電
動
化
」

米
激
戦
州
、
大
統
領
選
影
響
も

シ
ー
ズ
ン
に
続
き
最
強
を
証
明

Ｍ
２
に
原
監
督
「
頑
張
る
」

英
調
査
、数
カ
月
で
喪
失
も

昨
年
か
ら
２
万
人
減
少

コ
ロ
ナ
免
疫「
急
速
に
減
退
」

の
考
え
方
に
も
疑
問
が
生
じ

る
こ
と
に
な
る
と
報
じ
た
。

　

調
査
は
英
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

地
方
の
３
６
万
人
以
上
の
成

人
が
対
象
。
６
月
下
旬
か
ら

７
月
上
旬
に
全
体
の
６
％
か

ら
抗
体
を
検
出
し
た
が
、
９

月
に
は
４
・４
％
だ
っ
た
。

巨大ＩＴ、政治圧力に苦慮

　

▽
「
検
閲
」
と
非
難

　

Ｉ
Ｔ
各
社
は
前
回
大
統
領

選
の
反
省
か
ら
偽
情
報
対
策

を
強
化
し
、
分
断
や
憎
悪
を

　
【
ロ
ン
ド
ン
共
同
】
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
抗
体
が
で
き
て
も
、
免
疫

が
急
速
に
減
退
す
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
が
、
英
大
学
イ

ン
ペ
リ
ア
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
・

ロ
ン
ド
ン
の
大
規
模
調
査
で

明
ら
か
に
な
っ
た
。
抗
体
の

効
果
を
数
カ
月
で
失
う
恐
れ

が
あ
る
と
い
う
。
英
メ
デ
ィ

ア
が
２
７
日
伝
え
た
。

　

デ
ー
リ
ー
・
テ
レ
グ
ラ
フ

ウルフ、全日本柔道出場へ

「優勝したい」と貴景勝

五輪代表、練習できて感謝

朝乃山は正代昇進で刺激

紙
は
、
ワ
ク
チ
ン
が
完
成
し

て
も
免
疫
が
十
分
に
持
続
せ

ず
、
年
に
２
度
の
接
種
が
必

要
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と

説
明
。
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

タ
イ
ム
ズ
紙
は
、
免
疫
を
持

つ
人
の
自
然
増
で
ウ
イ
ル
ス

を
抑
え
込
む
「
集
団
免
疫
」

　
【
北
京
共
同
】
中
国
が
環

境
政
策
を
進
め
る
た
め
、

２
０
３
５
年
ま
で
に
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
（
Ｈ
Ｖ
）
以
上
の

環
境
性
能
を
持
つ
エ
コ
カ
ー

を
主
流
に
し
、「
電
動
化
」

を
強
化
す
る
方
針
を
示
し
た

こ
と
が
２
７
日
分
か
っ
た
。

一
般
的
な
ガ
ソ
リ
ン
車
の
販

売
が
厳
し
く
な
る
恐
れ
が
あ

る
一
方
で
、
環
境
性
能
に
優

れ
る
日
系
メ
ー
カ
ー
に
有
利

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

中
国
政
府
の
意
向
を
受
け

た
と
み
ら
れ
る
中
国
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
学
会
が
、
今
後

の
自
動
車
製
造
の
方
向
性
を

示
す
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て

明
ら
か
に
し
た
。学
会
は「
伝

統
的
な
動
力
に
占
め
る
Ｈ
Ｖ

の
割
合
を
１
０
０
％
に
す

る
」
と
し
て
い
る
。

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
は
中
国

で
の
Ｈ
Ｖ
の
販
売
が
累
計

１
０
０
万
台
に
達
し
た
と
発

表
し
た
ば
か
り
。
中
国
で
は

部
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
２
６
日
、

警
官
が
ナ
イ
フ
を
持
っ
た
黒

人
男
性
を
射
殺
し
た
。
様
子

を
捉
え
た
動
画
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
拡
散
、
現
場

周
辺
で
は
警
官
の
対
応
に

抗
議
す
る
デ
モ
が
起
き
た
。

２
６
、２
７
日
と
２
日
連
続

で
一
部
が
暴
徒
化
し
、
地
元

警
察
は
計
９
０
人
以
上
を
拘

束
し
た
。
米
メ
デ
ィ
ア
が
伝

　
【
共
同
＝
芹
沢
渉
】
最
後

の
打
者
を
見
逃
し
三
振
に
仕

留
め
る
と
、
大
歓
声
の
中
、

マ
ウ
ン
ド
付
近
に
青
と
白
の

輪
が
で
き
た
。
ド
ジ
ャ
ー
ス

が
つ
い
に
、
１
９
８
８
年
を

　
【
共
同
＝
河
部
】
巨
人
は

今
季
ワ
ー
ス
ト
に
並
ぶ
４
連

敗
を
喫
し
た
。
そ
れ
で
も
２

位
中
日
が
敗
れ
た
た
め
に
優

勝
へ
の
マ
ジ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は

「
２
」
と
な
っ
た
。
２
９
日

に
優
勝
決
定
の
可
能
性
が
残

り
、原
監
督
は「
頑
張
り
ま
す
」

と
短
い
言
葉
に
力
を
込
め
た
。

　

先
発
を
任
さ
れ
た
の
は
２

年
目
の
高
橋
だ
っ
た
。
立
ち

上
が
り
か
ら
不
安
定
で
三
回

途
中
ま
で
７
安
打
を
許
し
て

７
失
点
。
２
敗
目
を
喫
し
て

が
っ
く
り
と
肩
を
落
と
し
「
次

の
登
板
が
あ
れ
ば
や
り
返
す

気
持
ち
で
や
っ
て
い
く
」
と
う

な
だ
れ
た
。

あ
お
る
極
右
論
客
ら
の
ア
カ

ウ
ン
ト
を
凍
結
し
た
。
し
か

し
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
「
検

閲
」
と
非
難
。
自
身
の
投
稿

に
ツ
イ
ッ
タ
ー
が
「
根
拠
が
な

い
」
と
注
記
を
付
け
た
報
復

措
置
と
し
て
、
投
稿
に
関
す

る
Ｉ
Ｔ
各
社
の
法
的
保
護
の

見
直
し
を
求
め
る
大
統
領
令

懸
念
も
指
摘
さ
れ
始
め
て
お

り
、
抜
本
的
な
対
策
が
求
め

ら
れ
る
。

　

厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態

統
計
に
よ
る
と
、
出
生
数
は

１
６
年
に
初
め
て
１
０
０
万

人
を
下
回
り
、
こ
の
１
０

年
で
２
０
万
人
超
も
急

減
。
出
生
減
に
直
結
す
る
未

婚
化
や
晩
婚
化
が
進
ん
で

お
り
、
昨
年
の
出
生
数
は

８
６
万
５
２
３
９
人
だ
っ

た
。

　

今
年
は
既
に
公
表
さ
れ
て

い
る
１
〜
８
月
分
の
出
生
数

（
速
報
）
が
、
前
年
同
期
比

２
・
３
％
、
約
１
万
４
千
人

マ
イ
ナ
ス
の
５
８
万
人
と
、

８
５
万
人
を
割
り
込
む
ペ
ー

　
▽
転
機
は
４
年
前

　

米
議
会
上
院
の
委
員
会

は
２
８
日
（
日
本
時
間
同

日
深
夜
）、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、
グ
ー
グ
ル
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

の
３
社
ト
ッ
プ
を
呼
び
公

聴
会
を
開
催
し
、
投
稿
内

容
の
閲
覧
制
限
が
政
治
的

に
偏
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か

追
及
。
１
１
月
も
別
の
上

院
委
員
会
が
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
２
社
か
ら
事
情

を
聴
く
予
定
だ
。

　

世
界
企
業
に
成
長
し
た
巨

大
Ｉ
Ｔ
へ
の
風
向
き
が
変
わ

る
き
っ
か
け
は
４
年
前
の
前

回
大
統
領
選
だ
。
ロ
シ
ア
政

府
系
組
織
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
を
悪
用
し
た
選

挙
介
入
が
判
明
。
巨
大
Ｉ
Ｔ

は
そ
れ
ま
で
卓
越
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
生
み
出
し
た
と
し
て
、

羨
望
の
ま
な
ざ
し
で
見
ら
れ
て

い
た
が
、
偽
情
報
拡
散
を
放

置
し
た
と
し
て
批
判
さ
れ
た
。

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
大
規

模
な
個
人
情
報
流
出
も
発

覚
。
ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
最
高

経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は

２
０
１
８
年
の
議
会
公
聴
会

で
「
十
分
な
対
応
を
し
て
い

な
か
っ
た
の
は
明
ら
か
だ
。
私

の
過
ち
で
申
し
訳
な
い
」
と

謝
罪
し
た
。

　

市
場
支
配
力
へ
の
懸
念
を

強
め
た
議
会
と
当
局
は
昨

年
、
独
占
禁
止
法
（
反
ト
ラ

ス
ト
法
）
違
反
に
関
す
る
調

査
に
着
手
。
今
年
１
０
月
に

入
っ
て
下
院
は
巨
大
Ｉ
Ｔ
の

力
を
そ
ぐ
事
業
分
割
な
ど
を

提
言
。
司
法
省
な
ど
は
グ
ー

グ
ル
を
提
訴
し
た
。
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
も
来
月
に
も
提
訴
さ

れ
る
可
能
性
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

　

研
究
チ
ー
ム
に
よ
る
と
、

特
に
６
５
歳
を
超
え
る
高
齢

者
や
無
症
状
の
感
染
者
の
間

で
、
抗
体
が
検
出
さ
れ
な
く

な
っ
た
。
一
方
、
医
療
業
界

で
は
相
対
的
に
多
く
の
人
が

（４）２０２０（令和二）年 第５６０２号 １０月 ２９日 （木曜日）

政
府
の
環
境
規
制
も
改
正
さ

れ
、
Ｈ
Ｖ
販
売
に
追
い
風
と

な
る
見
込
み
だ
。

　

中
国
の
習
近
平
国
家
主
席

は
６
０
年
ま
で
に
脱
炭
素
社

会
の
実
現
を
目
指
す
と
表
明

し
、
環
境
政
策
の
策
定
を
進

め
て
い
る
。
中
国
政
府
は
電

気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
な
ど
の

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
」
の
中

国
で
の
「
保
有
数
は
世
界
最

多
と
な
っ
た
」
と
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
る
。

え
た
。

　

米
国
で
は
警
官
の
行
為

で
黒
人
が
死
亡
す
る
事
件

が
相
次
ぎ
、
人
種
差
別
問

題
へ
の
対
応
は
大
統
領
選

の
主
要
な
争
点
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
。
今
回
の
事

件
が
選
挙
戦
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
る
の
か
注

目
を
集
め
て
い
る
。

　

死
亡
し
た
男
性
は
ウ
ォ

ル
タ
ー
・
ウ
ォ
レ
ス
・
ジ
ュ

ニ
ア
さ
ん
（
２
７
）。
地
元

警
察
な
ど
に
よ
る
と
、
所

持
し
て
い
た
ナ
イ
フ
を
手

放
す
よ
う
警
告
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
近
づ
い
て
き

た
た
め
、
２
人
の
警
官
が

少
な
く
と
も
計
１
４
発
を

発
砲
し
た
。
ウ
ォ
レ
ス
さ

ん
は
精
神
的
な
問
題
を
抱

え
て
い
た
と
さ
れ
、
現
場

に
は
母
親
も
い
た
と
い
う
。

　

２
６
日
夜
の
デ
モ
で
は
、

参
加
者
の
一
部
が
車
両
に

放
火
し
た
り
、
商
店
か
ら

略
奪
し
た
り
し
た
。
投
石

な
ど
に
よ
り
警
官
３
０
人

が
負
傷
し
、
多
数
の
デ
モ

参
加
者
が
拘
束
さ
れ
た
。

２
７
日
夜
に
も
デ
モ
が
行

わ
れ
、
大
半
は
平
和
的
だ
っ

た
が
、
一
部
が
店
舗
の
破

壊
や
略
奪
を
行
い
、
大
手

ス
ー
パ
ー
や
靴
店
な
ど
が

被
害
に
遭
っ
た
と
い
う
。

最
後
に
遠
ざ
か
っ
て
い
た
栄

冠
に
た
ど
り
着
い
た
。

　

総
合
力
で
勝
利
を
つ
か
ん

だ
。
ロ
バ
ー
ツ
監
督
が
「
第

６
戦
で
勝
つ
た
め
に
全
て
を

尽
く
す
」
と
話
し
て
い
た
通

　
【
共
同
】
１
０
０
キ
ロ
級

代
表
の
ウ
ル
フ
・
ア
ロ
ン（
了

徳
寺
大
職
）
が
２
８
日
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
報
道
陣
の
取
材

に
応
じ
、
体
重
無
差
別
で
争

う
全
日
本
選
手
権
（
１
２
月

２
６
日
・
講
道
館
）
に
出
場

す
る
意
向
を
示
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
自
粛
期
間
を
経
て
、

母
校
の
東
海
大
を
拠
点
に

９
月
中
旬
か
ら
本
格
的
な

稽
古
を
再
開
。「
毎
日
練
習

で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て

い
る
。
試
合
に
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
」

と
語
っ
た
。

　

２
連
覇
の
懸
か
る
全
日

本
選
手
権
は
４
月
か
ら
延

期
さ
れ
た
。
ウ
ル
フ
の
実

戦
は
昨
年
１
２
月
の
マ
ス

に
署
名
し
た
。

　

民
主
党
大
統
領
候
補
の
バ

イ
デ
ン
前
副
大
統
領
も
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
に
掲
載
さ
れ
る
政
治

広
告
に
虚
偽
内
容
が
含
ま
れ

る
と
し
、
管
理
責
任
を
負
わ

せ
た
い
考
え
だ
。

　
▽
硬
軟
織
り
交
ぜ

　

議
会
や
当
局
の
動
き
に
対

し
、
巨
大
Ｉ
Ｔ
側
は
「
欠
陥

の
あ
る
考
え
方
」（
ア
マ
ゾ
ン・

コ
ム
）、「
消
費
者
の
役
に
立

た
な
い
」（
グ
ー
グ
ル
）
と
反

論
す
る
裏
で
、
政
治
ロ
ビ
ー

活
動
に
も
動
い
て
い
る
。
米
監

視
団
体
「
責
任
あ
る
政
治
セ

中
国
は
略
奪
者
と
米
国
務
長
官

イ
ン
ド
洋
進
出
を
強
く
け
ん
制

支
援
な
ど
を
通
じ
て
イ
ン
ド

洋
の
島
国
で
影
響
力
を
拡
大

す
る
中
国
を
「
略
奪
者
」
と

批
判
し
た
。
中
国
の
融
資
に

は
、
返
済
の
滞
っ
た
国
か
ら

権
益
を
得
る
「
債
務
の
わ
な
」

と
の
批
判
も
上
が
っ
て
お
り
、

ス
リ
ラ
ン
カ
南
部
ハ
ン
バ
ン

ト
ー
タ
港
は
そ
の
典
型
例
と

さ
れ
て
い
る
。

　

ポ
ン
ペ
オ
氏
は
中
国
へ
の

債
務
を
抱
え
る
モ
ル
デ
ィ
ブ

も
訪
問
。
イ
ン
ド
洋
に
進
出

す
る
中
国
へ
の
け
ん
制
を
強

め
た
。

タ
ー
ズ
大
会
が
最
後
で
、

そ
の
直
後
に
右
膝
を
手
術

し
た
。
減
量
の
負
担
の
な

い
同
選
手
権
を
経
験
し
て

か
ら
年
明
け
以
降
に
国
際

大
会
出
場
を
計
画
し
て
い

る
と
い
う
。「
日
本
の
重
量

級
と
海
外
勢
の
１
０
０
キ

ロ
級
の
強
度
は
同
じ
く
ら

い
。
試
合
の
感
覚
を
取
り

戻
し
た
い
」
と
意
欲
を
に

じ
ま
せ
た
。

　

右
膝
は
動
き
に
よ
っ
て

り
、
二
回
途
中
か
ら
早
め
の

継
投
に
出
て
以
降
は
無
失
点

に
し
の
い
だ
。

　

打
線
は
六
回
、
好
機
を
逃

さ
な
か
っ
た
。
１
死
一
塁
で

相
手
先
発
ス
ネ
ル
が
降
板
す

る
と
、
１
番
ベ
ッ
ツ
が
二
塁

　

一
回
、
い
き
な
り
梶
谷
、

大
和
の
１
、２
番
に
連
打
を
浴

び
て
ロ
ペ
ス
へ
の
四
球
が
暴
投

と
な
り
１
点
を
献
上
。
１
死

か
ら
宮
崎
に
適
時
二
塁
打
、

続
く
ソ
ト
に
も
２
点
二
塁
打

を
許
し
て
計
４
失
点
。
三
回

２
死
二
、三
塁
で
伊
藤
光
に
右

中
間
へ
２
点
三
塁
打
を
浴
び

て
降
板
。
序
盤
か
ら
中
継
ぎ

に
大
き
な
負
担
を
強
い
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

３
月
に
左
肘
を
痛
め
、
リ

ハ
ビ
リ
を
経
て
優
勝
が
迫
っ
た

今
月
に
入
っ
て
１
軍
に
昇
格
。

中
継
ぎ
と
し
て
７
日
の
復
帰

登
板
で
好
結
果
を
残
し
、ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
に
加
わ
る
と
過
去

２
度
の
先
発
登
板
で
は
好
投

し
て
い
た
。「（
優
勝
間
近
の
）

こ
う
い
っ
た
試
合
で
登
板
さ
せ

て
も
ら
っ
た
の
に
、
結
果
を
出

せ
ず
チ
ー
ム
に
申
し
訳
な
い
」

と
首
を
振
っ
た
。

　
【
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
共
同
】
ア

ジ
ア
歴
訪
中
の
ポ
ン
ペ
オ
米

国
務
長
官
は
２
８
日
、
訪

問
先
の
ス
リ
ラ
ン
カ
で
の
記

者
会
見
で
、
港
湾
整
備
へ
の

　
【
香
港
共
同
】
米
総
領
事

館
に
活
動
家
４
人
が
２
７

日
に
政
治
亡
命
を
求
め
て

駆
け
込
ん
だ
と
報
じ
ら
れ

た
香
港
で
は
、
海
外
へ
の
政

治
亡
命
を
求
め
る
市
民
が

急
増
し
て
い
る
。
背
景
に
は

昨
年
か
ら
の
抗
議
活
動
へ

の
弾
圧
や
香
港
国
家
安
全

維
持
法
（
国
安
法
）
施
行
が

あ
る
。

　

米
総
領
事
館
は
４
人
を

受
け
入
れ
な
か
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
各

国
の
総
領
事
館
で
同
様
の

事
態
が
起
こ
る
可
能
性
が

　
【
バ
ン
コ
ク
共
同
】
タ
イ

政
府
は
２
８
日
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

た
め
発
令
中
の
非
常
事
態
宣

言
を
１
１
月
３
０
日
ま
で
延

長
す
る
と
発
表
し
た
。
１
０

月
３
１
日
ま
で
の
予
定
だ
っ

た
。３
月
の
宣
言
発
令
以
降
、

延
長
は
７
回
目
と
な
る
。

　
【
共
同
】東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
幕
ま
で
３
０
０
日
と
な
っ

た
２
８
日
、
国
際
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
）

が
難
民
選
手
団
の
結
成
を
正

式
に
発
表
し
た
。
最
大
６
選

手
の
構
成
で
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

や
ア
シ
ッ
ク
ス
な
ど
Ｉ
Ｐ
Ｃ
協

賛
社
が
支
援
す
る
。

　

団
長
に
は
キ
ュ
ー
バ
か
ら

米
国
に
難
民
と
し
て
移
り
、

２
０
１
２
年
ロ
ン
ド
ン
大
会

の
競
泳
女
子
１
０
０
メ
ー
ト

ル
平
泳
ぎ
で
決
勝
に
進
出
し

た
イ
レ
ア
ナ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
さ

ん
（
３
５
）
が
就
任
。
今
後

　
【
共
同
】
大
相
撲
の
新
た
な

人
気
力
士
、
翔
猿
は
１
１
月

場
所
（
両
国
国
技
館
）
で
も

大
暴
れ
で
き
る
か
。
先
場
所

は
１
１
勝
を
挙
げ
、
１
０
６

年
ぶ
り
と
な
る
新
入
幕
優
勝

の
期
待
を
抱
か
せ
る
大
活
躍
。

東
前
頭
１
４
枚
目
か
ら
西
前

頭
４
枚
目
へ
と
大
き
く
浮
上

し
「
上
位
と
も
当
た
る
か
な

と
い
う
期
待
や
心
配
が
あ
る
。

ま
あ
、
わ
く
わ
く
感
が
強
い
」

と
不
敵
だ
っ
た
。

　

２
８
日
は
埼
玉
県
草
加
市

の
追
手
風
部
屋
で
大
栄
翔
ら

と
１
０
番
ほ
ど
取
っ
た
。「
力

負
け
す
る
こ
と
な
く
、
ど
ん

ど
ん
前
に
出
る
稽
古
を
心
掛

け
て
い
る
」
と
元
気
に
話
し

た
。
１
１
月
８
日
が
初
日
の

今
場
所
は
３
大
関
に
加
え
、

初
の
横
綱
戦
が
組
ま
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。
上
位
戦
を
見

据
え
て
鍛
え
て
い
る
。

　
【
共
同
】
大
相
撲
の
２
大

関
が
２
８
日
、
１
１
月
場

所
（
１
１
月
８
日
初
日
・
両

国
国
技
館
）
に
向
け
て
報

道
陣
の
電
話
取
材
に
応
じ

た
。
貴
景
勝
は
小
結
だ
っ
た

２
０
１
８
年
九
州
場
所
以
来

２
年
ぶ
り
の
賜
杯
獲
得
へ

「
毎
場
所
優
勝
し
た
い
。
そ

れ
し
か
考
え
て
い
な
い
」
と

決
意
を
語
り
、
朝
乃
山
は
正

代
の
昇
進
で
３
大
関
に
な
っ

た
こ
と
に
刺
激
を
受
け
「
負

け
た
く
な
い
気
持
ち
も
出
て

く
る
」
と
話
し
た
。

　

貴
景
勝
は
東
京
都
台
東

区
の
千
賀
ノ
浦
部
屋
で
ぶ

つ
か
り
稽
古
な
ど
で
汗
を

流
し
た
。
今
後
は
相
撲
を

取
っ
て
ペ
ー
ス
を
上
げ
る

方
針
。
２
２
日
ま
で
の
合

同
稽
古
で
正
代
と
精
力
的

に
番
数
を
重
ね
て
「
し
っ

か
り
と
身
に
な
る
も
の
が

あ
っ
た
」
と
述
懐
し
た
。

　

秋
場
所
は
１
２
勝
を
挙

げ
た
が
、
優
勝
は
正
代
に

さ
ら
わ
れ
た
。
大
関
の
優

勝
は
１
７
年
初
場
所
の
稀

勢
の
里
を
最
後
に
お
ら
ず
、

２
４
歳
の
看
板
力
士
は
「
実

力
が
あ
れ
ば
優
勝
す
る
と

思
う
。
し
っ
か
り
仕
上
げ

て
い
き
た
い
」
と
闘
志
を

燃
や
し
た
。

　

２
６
歳
の
朝
乃
山
は
墨

田
区
の
高
砂
部
屋
で
幕
下

力
士
を
相
手
に
２
０
番

取
っ
た
。
得
意
の
右
四
つ

を
意
識
し
「
こ
こ
か
ら
の

過
ご
し
方
が
大
事
。
自
分

の
形
や
攻
め
方
を
意
識
し

な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
た
。
賜
杯

に
つ
い
て
は
「
結
果
は
後

か
ら
つ
い
て
く
る
」
と
静

か
に
気
合
を
高
め
た
。

急
増
す
る
香
港
人

の
政
治
亡
命

タ
イ
、
コ
ロ
ナ

非
常
事
態
延
長

東
京
パ
ラ
で

難
民
選
手
団

人
気
の
翔
猿

「
わ
く
わ
く
感
」

打
で
二
、三
塁
と
し
、
暴
投

で
同
点
。
さ
ら
に
前
進
守
備

の
一
塁
手
へ
の
ゴ
ロ
で
ベ
ッ

ツ
が
本
塁
を
突
き
、
タ
ッ
チ

よ
り
先
に
ホ
ー
ム
に
滑
り
込

ん
だ
。

　

八
回
は
ベ
ッ
ツ
が
ソ
ロ
を

抗
体
を
持
ち
続
け
た
。
病
院

な
ど
で
ウ
イ
ル
ス
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
た

と
み
ら
れ
る
。

　

ロ
ン
ド
ン
大
キ
ン
グ
ス

カ
レ
ッ
ジ
も
７
月
、
感
染

　

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
ラ
ジ
ャ

パ
ク
サ
大
統
領
ら
と
会
談
し

た
。
ラ
ジ
ャ
パ
ク
サ
氏
は
中

国
の
支
援
で
開
発
を
進
め
た

元
大
統
領
の
弟
で
、
中
国
寄

り
と
み
ら
れ
て
い
る
。
政
権

は
今
年
９
月
、
日
本
が
支
援

し
た
鉄
道
事
業
の
中
止
を
決

め
た
。

　

在
ス
リ
ラ
ン
カ
中
国
大
使

館
は
今
月
２
６
日
の
声
明

で
、
ポ
ン
ペ
オ
氏
の
訪
問
は

中
国
と
ス
リ
ラ
ン
カ
の
関
係

へ
の
妨
害
だ
と
し
て
、
対
決

姿
勢
を
あ
ら
わ
に
し
た
。

　

ポ
ン
ペ
オ
氏
は
最
初
の
訪

問
国
イ
ン
ド
で
外
務
・
防
衛

閣
僚
協
議
に
出
席
し
た
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
も
訪
れ
る
。

者
ら
約
１
０
０
人
を
対
象

と
し
た
調
査
で
、
免
疫
が

数
カ
月
以
内
に
減
退
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
た
。

ま
だ
痛
み
が
あ
り
「
本
調

子
に
は
戻
っ
て
い
な
い
」

と
説
明
。
五
輪
の
１
年
延

期
を
追
い
風
と
捉
え
「
け

が
を
し
た
か
ら
こ
そ
取
り

組
め
て
い
る
技
も
あ
る
。

課
題
を
全
て
克
服
し
、
万

全
の
状
態
で
五
輪
に
臨
み

た
い
」
と
述
べ
た
。

　

昨
年
４
月
に
結
婚
し
た

妻
と
は
離
婚
を
前
提
と
し
、

別
居
し
て
い
る
こ
と
も
明

ら
か
に
し
た
。

放
っ
て
追
加
点
。
選
手
層
の

厚
さ
や
一
気
に
畳
み
掛
け
る

集
中
力
、
破
壊
力
を
見
せ
、

メ
ジ
ャ
ー
最
高
勝
率
だ
っ
た

レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
続

き
大
舞
台
で
も
最
強
で
あ
る

こ
と
を
証
明
し
た
。

ン
タ
ー
」
に
よ
る
と
、
１
９

年
の
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
の
ロ
ビ
ー
活

動
費
は
計
約
５
４
０
０
万
ド

ル
（
約
５
６
億
円
）
に
上
る
。

グ
ー
グ
ル
を
除
く
３
社
は
過

去
最
高
を
更
新
し
た
も
よ
う
。

硬
軟
織
り
交
ぜ
て
追
及
を
か

わ
そ
う
と
必
死
だ
。

 　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】

米
大
統
領
選
の
激
戦
州
、
東

あ
り
そ
う
だ
。

　

香
港
英
字
紙
サ
ウ
ス
チ
ャ

イ
ナ
・
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス

ト
に
よ
る
と
、
亡
命
申
請

を
す
る
香
港
人
が
最
も
多

い
の
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
。

２
０
１
８
年
は
約
５
０
人

だ
っ
た
が
、
今
年
は
９
月
時

点
で
既
に
１
３
６
人
に
上
っ

た
。
カ
ナ
ダ
、英
国
、ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
へ
の

亡
命
申
請
者
も
お
り
、
５
カ

国
合
わ
せ
て
今
年
は
既
に

１
８
１
人
。
１
８
年
の
６
２

人
の
約
３
倍
に
上
る
。

　

海
外
へ
の
亡
命
者
の
多

く
は
昨
年
か
ら
の
反
政
府

抗
議
活
動
に
関
係
し
て
い

た
と
み
ら
れ
る
。
国
安
法
が

禁
じ
る
香
港
独
立
の
主
張

を
展
開
し
た
り
、
外
国
政
府

に
対
中
国
制
裁
を
求
め
た

り
し
た
活
動
家
ら
少
な
く

と
も
５
人
が
、
今
年
６
月
末

の
同
法
施
行
前
後
に
香
港

か
ら
海
外
に
逃
れ
た
と
い

う
。

抗
議
弾
圧
、
国
安
法
が
背
景
に

７
回
目
、
デ
モ
抑
制
狙
い
も

レイズを破ってワールドシリーズを制覇し、大喜びするドジャースの選
手たち＝アーリントン（共同）

Ｉ
Ｐ
Ｃ
と
と
も
に
、
基
準
を

ク
リ
ア
し
た
選
手
の
中
か
ら

メ
ン
バ
ー
を
選
定
す
る
。

　

ア
シ
ッ
ク
ス
は
公
式
ウ
エ
ア

な
ど
を
供
給
し
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
は
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
関
連
の
自
社
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
か
ら
収
益
の
一
部
を
寄

付
す
る
。

　

東
京
大
会
の
組
織
委
員
会

は
「
難
民
選
手
団
の
参
加
を

歓
迎
す
る
。
来
年
の
夏
、
難

民
選
手
を
含
む
パ
ラ
ア
ス

リ
ー
ト
が
、
競
技
を
通
じ
て

人
間
の
強
さ
、
く
じ
け
ぬ
力

を
示
し
、
平
和
へ
の
願
い
と
と

も
に
、
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
発
揮
す
る
こ
と
を
期
待

す
る
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
出

し
た
。



（５）　　　　　　　　　第５６０２号 ２０２０（令和二）年　　10月　29日（木曜日）
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-X」。手前は10 号車＝27日深夜 （共同）

日本プロ野球順位表（共同）

　
【
共
同
】
菅
義
偉
首
相
は
２
８
日
午
後
、
衆
院
本
会
議
の
代
表
質
問
で
、
日
本
学
術

会
議
会
員
の
任
命
を
拒
否
し
た
判
断
の
変
更
は
「
考
え
て
い
な
い
」
と
明
言
し
た
。
拒
否

の
詳
細
な
理
由
説
明
は
避
け
る
一
方
で
、
会
員
の
出
身
や
大
学
に
偏
り
が
あ
り
「
多
様
性

が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
私
が
判
断
し
た
」
と
強
調
。
自
身
が
掲
げ
た
２
０
５
０

年
ま
で
の
脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
て
、
原
発
な
ど
原
子
力
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢

を
追
求
す
る
と
語
っ
た
。
９
月
の
菅
内
閣
発
足
後
、
初
の
本
格
論
戦
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

首相　任命拒否判断変えず
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
で

激
減
。
新
幹
線
の
収
入
は
今

年
４
〜
９
月
が
前
年
同
期
比

で
７
５
・
４
％
減
と
大
幅
マ

イ
ナ
ス
に
な
り
、
１
０
月
以
降

も
需
要
は
急
速
に
戻
ら
な
い
と

判
断
し
た
。
ホ
テ
ル
や
百
貨

店
事
業
な
ど
、
鉄
道
以
外
の

業
績
も
苦
戦
が
続
く
。
業
績

予
想
は
こ
れ
ま
で
未
定
と
し
て

い
た
。

　

Ｊ
Ｒ
東
海
の
金
子
慎
社
長

は
記
者
会
見
で
「
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
厳
し
い
見
通
し
と

な
っ
た
」
と
指
摘
。「
今
後
、

感
染
拡
大
が
収
ま
る
に
つ
れ
て

回
復
し
て
い
く
」
と
し
て
、
２

２
年
３
月
期
は
黒
字
転
換
を

目
指
す
考
え
を
示
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
東
海
は
今
後
の
運
輸

収
入
に
つ
い
て
、
外
出
自
粛
の

緩
和
な
ど
の
状
況
を
踏
ま
え

て
段
階
的
に
回
復
し
、
来
年

６
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前

明
し
て
い
る
。
多
様
性
を
考
慮

し
て
判
断
し
た
と
す
る
答
弁
と

の
整
合
性
が
焦
点
に
浮
上
し
、

野
党
は
批
判
を
強
め
た
。

　

首
相
は
推
薦
通
り
の
任
命

　

任
命
拒
否
を
巡
る
首
相
の

国
会
答
弁
は
初
め
て
。
学
術

会
議
が
推
薦
し
た
１
０
５
人

の
名
簿
に
つ
い
て
、首
相
は
「
詳

し
く
見
て
い
な
か
っ
た
」
と
説

学
術
会
議「
多
様
性
を
重
視
」

脱
炭
素
化
へ
原
発
選
択
肢

の
ウ
イ
ル
ス
検
査
機
関
を
新
た

に
設
置
す
る
方
向
だ
。
感
染

者
と
の
接
触
状
況
を
確
認
す

る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向

け
ア
プ
リ
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
（
コ

コ
ア
）」
を
活
用
す
る
。

　

杉
田
和
博
官
房
副
長
官
は

会
合
で
「
ア
ス
リ
ー
ト
へ
の
感

染
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、

保
健
医
療
の
体
制
を
整
え
て

お
く
こ
と
が
大
切
だ
」
と
強

調
し
た
。

　

衛
生
拠
点
は
選
手
ら
の
健

康
観
察
や
、
ウ
イ
ル
ス
陽
性

者
が
入
院
す
る
医
療
機
関
の

選
定
、
患
者
搬
送
の
調
整
な

ど
に
当
た
る
方
向
。
中
央
区

の
１
８
年
６
月
に
比
べ
て
８

０
％
の
水
準
に
な
る
と
想
定
し

て
い
る
。

　

同
時
に
発
表
し
た
２
０
年

９
月
中
間
連
結
決
算
は
、
純

損
益
が
１
１
３
５
億
円
の
赤
字

は
１
９
２
０
億
円
の
赤
字
の
見

通
し
。
通
期
で
は
両
社
と
も
に

１
９
８
７
年
の
国
鉄
民
営
化

以
降
で
初
め
て
の
赤
字
と
な
る
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
赤
石
良
治

常
務
は
東
京
都
内
で
記
者
会
見

し
「
固
定
費
削
減
な
ど
構
造

改
革
を
全
グ
ル
ー
プ
を
挙
げ
て

し
っ
か
り
取
り
組
み
、
来
年
度

は
黒
字
化
す
る
」
と
述
べ
た
。

投
資
抑
制
や
広
告
費
削
減
で
２

１
年
３
月
期
に
１
５
６
０
億
円

の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
実
現
す
る

と
し
た
。

　

１
０
月
ま
で
と
し
て
い
た
役

義
務
が
な
い
と
す
る
立
場
は

「
一
貫
し
た
考
え
方
だ
」
と

強
調
。
任
命
権
を
「
形
式
的
」

だ
と
し
た
１
９
８
３
年
の
中

曽
根
康
弘
首
相
（
当
時
）
に

よ
る
国
会
答
弁
と
も
矛
盾
し

な
い
と
主
張
し
た
。
カ
ジ
ノ

を
含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設

（
Ｉ
Ｒ
）
の
整
備
を
進
め
る

考
え
も
示
し
た
。

　

質
問
に
立
っ
た
立
憲
民
主
党

の
枝
野
幸
男
代
表
は
５
０
年

ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
方
針
に
関

し
、
５
０
年
時
点
の
原
発
依

存
度
の
見
込
み
を
明
確
に
す
る

よ
う
要
求
。
首
相
は
「
可
能

な
限
り
低
減
す
る
の
が
政
府

方
針
だ
」
と
理
解
を
求
め
た
。

政
府
は
次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
の
見
直
し
に
向
け
議
論
に

着
手
し
て
お
り
、
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
原
発
を
含
む
電
源
構

成
の
割
合
を
ど
う
修
正
す
る

か
に
注
目
が
集
ま
り
そ
う
だ
。

　

自
民
党
の
野
田
聖
子
幹
事

長
代
行
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
か
ら
雇
用
や
企

業
を
守
る
方
策
を
質
問
。
首

相
は
必
要
な
経
済
対
策
を
「
今

後
も
ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く
講
じ
て

保
健
所
の
分
所
と
す
る
案
が

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
保
健
所

の
業
務
に
影
響
が
出
な
い
よ
う

に
人
員
や
体
制
を
整
備
す
る
。

設
置
場
所
も
今
後
詰
め
る
。

い
ず
れ
も
医
師
ら
医
療
従
事

者
の
確
保
が
課
題
と
な
る
。

　

会
議
で
は
、
国
際
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
な

ど
の
大
会
関
係
者
、
各
国
首

脳
ら
要
人
、
メ
デ
ィ
ア
の
対
応

に
つ
い
て
も
協
議
。
選
手
と
の

接
触
の
有
無
を
踏
ま
え
、
行

動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
ル
ー
ル
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
を
申
し
合

わ
せ
た
。

　

陽
性
者
発
生
時
の
競
技
運

営
の
在
り
方
を
決
め
る
こ
と
も

確
認
。
組
織
委
の
中
村
英
正

ゲ
ー
ム
ズ
デ
リ
バ
リ
ー
オ
フ
ィ

サ
ー
（
大
会
開
催
統
括
）
は

記
者
団
に
、
競
技
ご
と
の
対

処
方
針
が
固
ま
る
の
は
来
年

５
〜
６
月
ご
ろ
に
な
る
と
の
見

通
し
を
示
し
た
。

員
報
酬
の
一
部
返
上
も
来
年
３

月
ま
で
延
長
す
る
。
対
象
は
５

３
人
で
、
５
月
か
ら
始
め
た
分

も
含
め
る
と
年
収
２
５
％
減
に

相
当
す
る
と
い
う
。

　
Ｊ
Ｒ
東
に
よ
る
と
、
新
幹
線

や
在
来
線
特
急
の
乗
客
数
は
５

月
に
前
年
同
月
比
１
１
％
と

底
を
打
っ
た
が
、
７
〜
９
月
も

３
０
％
台
と
低
迷
。
た
だ
７

〜
９
月
の
鉄
道
事
業
収
入
は
政

府
の
観
光
支
援
事
業
「
Ｇ
ｏ

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
」
の
開
始
も
あ

り
、
４
〜
６
月
に
比
べ
て
回
復

し
た
。

取
締
役
会
が
受
理
し
た
。
後

任
は
大
塚
家
具
の
現
会
長
で
ヤ

マ
ダ
Ｈ
Ｄ
社
長
の
三
嶋
恒
夫
氏

（
６
１
）
が
会
長
職
と
兼
務

す
る
。
新
体
制
で
家
具
と
家
電

の
販
売
に
よ
る
相
乗
効
果
を
高

め
、
経
営
立
て
直
し
を
加
速
さ

せ
る
。

　

大
塚
家
具
が
２
８
日
発
表

　
【
共
同
】
ヤ
マ
ダ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
）
傘
下
で
経
営

再
建
中
の
大
塚
家
具
は
２
８

日
、
創
業
者
の
娘
の
大
塚
久
美

子
社
長
（
５
２
）
が
１
２
月

１
日
付
で
社
長
を
辞
任
す
る
と

発
表
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
営

悪
化
の
責
任
を
明
確
に
す
る
た

め
、本
人
か
ら
申
し
出
が
あ
り
、

大
塚
家
具
社
長
辞
任
へ

責
任
明
確
化
、本
人
が
申
し
出

し
た
２
０
２
１
年
４
月
期
業

績
予
想
（
単
体
）
で
は
売
上

高
が
３
０
４
億
円
、
純
損
益

が
２
８
億
円
の
赤
字
に
な
る
と

見
込
ん
だ
。
赤
字
は
５
期
連

続
。
前
期
は
決
算
期
変
更
に
よ

る
１
９
年
１
月
〜
２
０
年
４

月
の
１
６
カ
月
間
の
変
則
決
算

で
単
純
比
較
で
き
な
い
が
、
赤

字
幅
は
縮
小
す
る
見
通
し
。

　

大
塚
家
具
を
巡
っ
て
は
、
久

美
子
氏
と
父
親
の
勝
久
氏
が

経
営
権
を
争
い
、
企
業
イ
メ
ー

ジ
の
悪
化
を
招
い
た
経
緯
が
あ

る
。
１
９
年
１
２
月
に
ヤ
マ
ダ

電
機
（
現
ヤ
マ
ダ
Ｈ
Ｄ
）
の
傘

下
に
入
り
、
生
活
様
式
に
合
わ

せ
て
、
家
具
と
家
電
を
提
案
す

る
販
売
を
推
し
進
め
て
い
る
。

　

ヤ
マ
ダ
の
店
舗
で
家
具
販
売

を
拡
大
し
た
ほ
か
、
大
塚
家
具

Ｊ
Ｒ
東
海　
民
営
化
後
初
赤
字

コ
ロ
ナ
で
新
幹
線
利
用
激
減

　
【
共
同
】
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
は
２
８

日
、
携
帯
電
話
料
金
に
関
し
て

２
０
ギ
ガ
バ
イ
ト
で
月
額
３
９

８
０
円
（
税
別
）
の
割
安
プ
ラ

ン
を
導
入
す
る
と
発
表
し
た
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
も
２
０
ギ
ガ
バ

イ
ト
で
４
４
８
０
円
の
プ
ラ
ン

を
提
供
す
る
と
公
表
。
菅
義
偉

首
相
が
掲
げ
る
携
帯
電
話
料

大
手
２
社
が
割

安
プ
ラ
ン
発
表

値
下
げ
対
応
、ド
コ
モ
焦
点
に

（
Ｔ
Ｏ
Ｂ
）
が
終
了
す
る
１
１

月
１
６
日
以
降
に
発
表
す
る
見

通
し
だ
。

　

Ｕ
Ｑ
モ
バ
イ
ル
は
来
年
２
月

以
降
に
開
始
す
る
。
ワ
イ
モ
バ

イ
ル
は
１
０
分
以
内
の
国
内
通

話
が
か
け
放
題
と
な
る
。
今
年

１
２
月
下
旬
か
ら
開
始
す
る
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
利
用
者
が
電

話
番
号
を
変
え
ず
に
別
の
携
帯

の
店
舗
で
も
ヤ
マ
ダ
か
ら
仕
入

れ
た
家
電
を
本
格
的
に
取
り
扱

い
始
め
た
。

　

大
塚
家
具
は
「
抜
本
的
構

造
改
革
を
期
中
に
終
え
る
予
定

で
、
来
期
の
黒
字
化
に
向
け
て

道
筋
が
つ
き
つ
つ
あ
る
」
と
の

コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。た
だ
、

他
社
と
の
競
争
は
激
し
く
、
ど

こ
ま
で
業
績
を
改
善
で
き
る
か

は
不
透
明
だ
。

　

２
８
日
の
東
京
株
式
市
場

で
は
、
新
興
市
場
ジ
ャ
ス
ダ
ッ

ク
上
場
の
大
塚
家
具
株
が
急

伸
し
た
。
終
値
は
、
値
幅
制

限
い
っ
ぱ
い
の
ス
ト
ッ
プ
高
水

準
に
当
た
る
前
日
比
５
０
円

（
３
３
・
１
％
）
高
の
２
０
１

円
。
大
手
証
券
関
係
者
は「
経

営
混
乱
を
起
こ
し
た
久
美
子

氏
が
辞
任
し
、
ヤ
マ
ダ
Ｈ
Ｄ
の

　
【
共
同
】
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
２

８
日
発
表
し
た
２
０
２
０
年

９
月
中
間
連
結
決
算
は
、
売

上
高
が
前
年
同
期
比
４
８
・

２
％
減
の
７
８
７
２
億
円
、
純

損
益
は
２
６
４
３
億
円
の
赤
字

（
前
年
同
期
は
１
８
８
５
億

円
の
黒
字
）
と
な
っ
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
り
、
ホ
テ
ル
や
駅
構
内
店
舗

な
ど
鉄
道
以
外
の
事
業
も
大
幅

に
収
支
が
悪
化
し
た
。
赤
字
は

中
間
決
算
と
し
て
初
め
て
。
２

１
年
３
月
期
は
純
損
益
が
４

１
８
０
億
円
の
赤
字
（
前
期
は

１
９
８
４
億
円
の
黒
字
）
と
の

予
想
を
据
え
置
い
た
。

　

同
日
中
間
決
算
を
発
表
し

た
Ｊ
Ｒ
東
海
も
連
結
純
損
益
が

１
１
３
５
億
円
の
赤
字
（
前
年

は
２
５
７
５
億
円
の
黒
字
）
に

落
ち
込
ん
だ
。
２
１
年
３
月
期

Ｊ
Ｒ
東
純
損
失
2643
億
円

　
　
最
終
赤
字
は
初　

鉄
道
以
外
も
悪
化

　
【
共
同
】
Ｊ
Ｒ
東
海
は
２
８

日
、
２
０
２
１
年
３
月
期
の

連
結
純
損
益
が
１
９
２
０
億

円
の
赤
字
（
前
期
は
３
９
７

８
億
円
の
黒
字
）
に
な
る
と

の
見
通
し
を
発
表
し
た
。
通

期
で
赤
字
と
な
る
の
は
、
１

９
８
７
年
の
国
鉄
民
営
化
以

降
で
初
め
て
。
売
上
高
も
前

期
比
５
３
・
２
％
減
の
８
６

３
０
億
円
と
大
幅
減
収
を
見

込
む
。

　

同
社
の
収
益
の
柱
で
あ
る

東
海
道
新
幹
線
の
利
用
客
が
、

　
【
共
同
】
７
月
の
豪
雨
で
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
熊
本
県

球
磨
村
で
２
８
日
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
被
災
の
影
響

で
延
期
と
な
っ
て
い
た
小
学
校

の
運
動
会
が
５
カ
月
遅
れ
で

開
催
さ
れ
た
。
児
童
を
元
気

づ
け
よ
う
と
、
県
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
く
ま
モ
ン
」
が
サ

プ
ラ
イ
ズ
で
登
場
。
大
き
な
体

熊
本
、
豪
雨
被

災
地
で
運
動
会

く
ま
モ
ン
も
サ
プ
ラ
イ
ズ
応
援

を
弾
ま
せ
て
体
操
を
披
露
す

る
と
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
大

き
な
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　

運
動
会
に
は
村
立
の
一
勝
地

小
と
渡
小
か
ら
計
約
１
４
０

人
が
参
加
し
た
。
一
勝
地
小
の

校
庭
に
は
被
災
し
た
渡
小
の

仮
設
校
舎
が
あ
る
た
め
、
隣

接
す
る
球
磨
中
学
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
の
合
同
開
催
。
感
染
対

策
の
た
め
、
徒
競
走
と
リ
レ
ー

の
２
種
目
の
み
で
競
っ
た
。

　

リ
レ
ー
で
力
強
く
駆
け
抜

け
た
一
勝
地
小
４
年
の
日
当
大

琥
君
（
９
）
は
「
運
動
会
を

で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で

う
れ
し
い
。
練
習
の
時
よ
り
も

力
が
出
せ
た
」
と
笑
顔
で
息

を
弾
ま
せ
て
い
た
。

（
前
年
同
期
は
２
５
７
５
億

円
の
黒
字
）
と
な
っ
た
。
売
上

高
は
前
年
同
期
比
６
４
・
６
％

減
の
３
３
７
８
億
円
。
中
間

期
の
赤
字
も
開
示
を
始
め
た

０
０
年
以
来
、
初
め
て
。

　

Ｊ
Ｒ
東
海
は
グ
ル
ー
プ
と

し
て
本
年
度
に
６
８
０
億
円
の

コ
ス
ト
カ
ッ
ト
に
努
め
る
と
表

明
。
先
送
り
が
可
能
な
案
件
に

つ
い
て
は
ペ
ー
ス
を
調
整
す
る

な
ど
し
て
費
用
を
削
減
す
る
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
関

し
て
は
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
の
対
象

で
は
な
い
と
い
う
。
金
子
氏
は

「
引
き
続
き
全
力
で
計
画
を

進
め
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

金
引
き
下
げ
の
要
請
に
対
応
す

る
。
２
社
の
新
プ
ラ
ン
は
そ
れ

ぞ
れ
が
手
掛
け
る
格
安
ブ
ラ
ン

ド
の
「
Ｕ
Ｑ
モ
バ
イ
ル
」
と
「
ワ

イ
モ
バ
イ
ル
」
か
ら
提
供
す
る
。

　

大
手
３
社
の
う
ち
２
社
の
新

プ
ラ
ン
が
出
そ
ろ
い
、
今
後
は

最
大
手
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
動
向

が
焦
点
と
な
る
。
親
会
社
Ｎ
Ｔ

Ｔ
に
よ
る
株
式
公
開
買
い
付
け

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
中
で
新
し

い
成
長
軌
道
に
向
か
う
と
期

待
し
た
買
い
が
入
っ
た
」
と
話

し
た
。

中間決算

菅
内
閣
初
の
代
表
質
問

い
く
」
と
表
明
し
た
。
感
染
拡

大
の
影
響
で
経
営
が
逼
迫
す
る

医
療
機
関
や
新
卒
者
の
就
職
へ

の
支
援
策
検
討
に
も
触
れ
た
。

　

憲
法
改
正
論
議
に
関
し
て

は
、
国
民
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
「
国
会
議
員
の
責
任
だ
」

と
述
べ
た
。
衆
参
両
院
の
憲

法
審
査
会
で
「
与
野
党
の
枠

を
超
え
て
建
設
的
な
議
論
を

し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

　

森
友
学
園
を
巡
る
決
裁
文

書
改
ざ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
、

安
倍
政
権
当
時
の
公
文
書
管

選
手
村
コ
ロ
ナ
対
応
一
元
化

感
染
防
止
へ「
保
健
所
」拠
点

五輪
　
【
共
同
】
政
府
は
２
７
日
、

来
夏
に
延
期
さ
れ
た
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
検

討
す
る
調
整
会
議
の
第
４
回

会
合
を
首
相
官
邸
で
開
い
た
。

選
手
、
コ
ー
チ
ら
が
滞
在
す
る

選
手
村
（
東
京
都
中
央
区
晴

海
）
で
感
染
者
が
出
た
場
合

を
想
定
し
、
保
健
所
機
能
を

持
つ
「
保
健
衛
生
拠
点
」
を

構
築
す
る
こ
と
で
一
致
。
大
会

組
織
委
員
会
に
「
感
染
症
対

策
セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）
を
設

置
し
、
対
応
を
一
元
化
す
る
方

針
を
確
認
し
た
。

　

東
京
都
と
組
織
委
が
連
携

し
、
ピ
ー
ク
時
で
約
３
万
人

が
集
ま
る
と
見
込
ま
れ
る
選

手
村
で
ク
ラ
ス
タ
ー
（
感
染
者

集
団
）
防
止
を
図
る
。

　

組
織
委
の
対
策
セ
ン
タ
ー

は
、
大
会
本
番
で
運
営
面
の

司
令
塔
と
な
る
「
メ
イ
ン
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
内

に
新
設
し
、
医
師
ら
を
配
置
。

保
健
衛
生
拠
点
や
選
手
村
の

通
常
の
総
合
診
療
所
と
連
携

し
て
選
手
ら
の
健
康
状
態
を

把
握
し
、
感
染
者
の
早
期
発

見
、
迅
速
な
情
報
共
有
に
努

め
る
。
選
手
村
の
総
合
診
療

所
に
は
感
染
症
症
状
の
診
療

を
す
る
発
熱
外
来
と
、
民
間

熊
本
県
球
磨
村
で
小
学
校
の
運
動
会

に
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
登
場
し
た
「
く
ま

モ
ン
」
＝
２
８
日
午
後 （
共
同
）

衆院本会議の代表質問で答弁する菅
首相＝28日午後 （共同）

衆院本会議で代表質問する立憲民
主党の枝野代表。奥は菅首相＝28
日午後 （共同）

理
の
再
調
査
要
求
に
は
応
じ
ず

「
行
政
の
透
明
性
、
公
正
性

を
確
保
す
る
」
と
の
答
弁
に
と

ど
め
た
。

　

枝
野
、
野
田
両
氏
の
ほ
か
、

立
民
の
泉
健
太
政
調
会
長
に

対
す
る
答
弁
。
代
表
質
問
は

２
９
日
に
参
院
と
衆
院
で
、

３
０
日
も
参
院
で
実
施
す
る
。

使
っ
た
と
み
ら
れ
る
包
丁
な
ど

の
道
具
や
冷
凍
庫
に
あ
っ
た
豚

肉
を
押
収
し
た
。

　

逮
捕
容
疑
は
今
年
７
月
ご

ろ
、
許
可
を
受
け
た
食
肉
処

理
場
で
は
な
い
自
宅
ア
パ
ー
ト

で
豚
を
解
体
し
た
疑
い
。
県
警

に
よ
る
と
、
４
人
は
２
０
〜

３
０
代
で
同
居
し
、
技
能
実

習
生
と
し
て
同
じ
工
場
で
働
い

て
い
た
。

　

県
警
は
太
田
市
内
の
畑
で

ウ
リ
を
盗
ん
だ
と
し
て
、
４
日

　
【
共
同
】
群
馬
県
な
ど
北
関

東
で
相
次
い
だ
家
畜
や
果
物
の

盗
難
事
件
に
絡
み
、
群
馬
県

警
は
２
８
日
ま
で
に
、
ア
パ
ー

ト
内
で
食
用
に
豚
を
解
体
し

た
と
し
て
、
と
畜
場
法
違
反

容
疑
で
同
県
太
田
市
由
良
町

１
６
４
８
の
１
、
ベ
ト
ナ
ム
国

籍
の
技
能
実
習
生
、
カ
オ
・
ス

ア
ン・
ト
ゥ
ン
容
疑
者
（
２
７
）

ら
４
人
を
逮
捕
し
た
。
同
法

違
反
容
疑
な
ど
で
ア
パ
ー
ト
を

３
回
家
宅
捜
索
し
、
解
体
に

ア
パ
ー
ト
内
で
豚
解
体
疑
い

ベ
ト
ナ
ム
人
逮
捕
、道
具
押
収

に
窃
盗
容
疑
で
ト
ゥ
ン
容
疑
者

を
現
行
犯
逮
捕
。
自
宅
の
家

宅
捜
索
で
解
体
用
の
道
具
が
見

つ
か
り
、
と
畜
場
法
違
反
容

疑
で
捜
査
を
続
け
て
い
た
。
部

屋
は
２
Ｄ
Ｋ
で
、
キ
ッ
チ
ン
部

分
に
毛
や
血
痕
な
ど
、
豚
を

解
体
し
た
形
跡
が
あ
っ
た
と
い

う
。

　

県
警
は
２
８
日
ま
で
に
、

入
管
難
民
法
違
反
容
疑
で
別

の
ベ
ト
ナ
ム
人
の
男
も
現
行
犯

逮
捕
。
同
県
高
崎
市
の
ナ
シ
園

で
２
５
日
夜
に
起
き
た
ナ
シ
の

窃
盗
に
関
与
し
た
疑
い
が
あ
る

と
み
て
調
べ
て
い
る
。

　

太
田
市
の
ア
パ
ー
ト
の
近
く

に
住
む
３
０
代
男
性
は
「
春

か
夏
、
ア
パ
ー
ト
の
駐
輪
場
付

近
で
４
、５
人
が
子
豚
を
丸
焼

き
に
し
て
い
る
の
を
見
た
」
と

話
し
て
い
る
。

　

県
警
に
よ
る
と
、
家
畜
窃

盗
事
件
の
捜
査
で
把
握
し
て
い

た
、
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ

Ｎ
Ｓ
）
上
の
豚
を
焼
い
た
よ

う
な
写
真
の
１
枚
が
、
同
じ
ア

パ
ー
ト
で
撮
影
さ
れ
て
い
た
。

２
６
日
に
入
管
難
民
法
違
反

容
疑
で
逮
捕
し
た
ベ
ト
ナ
ム
人

１
３
人
と
の
関
連
の
有
無
も

捜
査
す
る
。

記者会見するＪＲ東海の金子慎社
長＝28日午後、名古屋市 （共同）

21
年
３
月
期
、1920
億
円

会
社
に
乗
り
換
え
る
「
番
号

ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
持
ち
運

び
）」制
度
の
手
数
料
に
つ
い
て
、

来
春
を
め
ど
に
撤
廃
す
る
こ
と

も
発
表
し
た
。

　

２
社
は
総
務
省
が
世
界
の
携

帯
料
金
調
査
で
比
較
す
る
２
０

ギ
ガ
バ
イ
ト
を
念
頭
に
検
討
。

新
プ
ラ
ン
は
一
定
の
通
話
料
金

を
合
わ
せ
て
も
月
額
５
千
円
以

内
で
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
は
「
国
際
的

に
比
較
し
て
も
遜
色
の
な
い
料

金
水
準
」
と
強
調
し
た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
澤
田
純
社
長
は
民

放
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
ド
コ
モ

の
格
安
ブ
ラ
ン
ド
の
可
能
性
に

つ
い
て
「
個
人
的
に
は
三
つ
四

つ
用
意
し
た
ら
ど
う
か
」と
語
っ

て
お
り
、
新
設
も
見
込
ま
れ
る
。

　
一
方
で
大
手
が
格
安
ブ
ラ
ン

次
世
代
新
幹
線

時
速
380
㌔
到
達

Ｊ
Ｒ
東
、試
験
走
行

　
【
共
同
】
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
次

世
代
新
幹
線
の
開
発
に
向
け

た
新
型
試
験
車
両
「
Ａ
Ｌ
Ｆ

Ａ
―
Ｘ（
ア
ル
フ
ァ
エ
ッ
ク
ス
）」

の
試
験
走
行
を
重
ね
て
い
る
。

東
北
新
幹
線
の
仙
台
―
新
青

森
間
で
週
２
回
ほ
ど
実
施
し

て
お
り
、
２
７
日
深
夜
、
報

道
関
係
者
に
公
開
し
た
。
現

在
の
新
幹
線
よ
り
４
０
キ
ロ
速

い
最
高
速
度
３
６
０
キ
ロ
で
の

営
業
運
転
が
目
標
で
、
試
験

で
は
４
０
０
キ
ロ
に
達
し
た
こ

と
も
あ
る
。
今
回
は
３
８
０
キ

ロ
に
到
達
し
た
。

　

報
道
関
係
者
が
試
乗
す
る
の

は
初
め
て
。
午
後
１
１
時
４
０

分
ご
ろ
、
仙
台
駅
を
出
発
し
た

Ａ
Ｌ
Ｆ
Ａ
―
Ｘ
は
、
ス
ピ
ー
ド

を
上
げ
て
走
行
し
、
２
８
日
午

前
０
時
ご
ろ
、
最
高
速
度
３

８
２
キ
ロ
を
記
録
し
た
。

　

盛
岡
駅
に
到
着
後
、
取
材

に
応
じ
た
Ｊ
Ｒ
東
の
浅
野
浩

二
・
先
端
鉄
道
シ
ス
テ
ム
開
発

セ
ン
タ
ー
所
長
は
「
約
１
年

半
試
験
を
繰
り
返
し
、
あ
る

程
度
安
定
走
行
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
今
後
、
乗
り
心
地

向
上
や
騒
音
対
策
を
進
め
た

い
」
と
話

し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
東

に
よ
る
と
、

試
験
車
両

は
１
０
両

編
成
で
、
総

工
費
約
１

０
０
億
円

を
か
け
、
昨

年
に
完
成
し

た
。
ト
ン
ネ

ル
突
入
時
の

風
圧
の
違
い
を
分
析

す
る
た
め
、
先
端
の
「
鼻
」
の

長
さ
は
１
号
車
で
約
１
６
メ
ー

ト
ル
、
１
０
号
車
で
約
２
２

メ
ー
ト
ル
と
異
な
る
。
中
間
車

両
は
窓
の
大
き
さ
や
数
が
さ
ま

ざ
ま
と
な
って
い
る
。

　

試
験
走
行
は
昨
年
５
月
か

ら
開
始
。
走
行
時
の
安
定
性
や

座
席
の
乗
り
心
地
、
車
内
外
の

騒
音
な
ど
を
確
か
め
る「
フ
ェ
ー

ズ
１
」
の
試
験
を
２
０
２
２

年
３
月
ま
で
続
け
る
。
そ
の
後

は
車
両
の
耐
久
性
を
確
か
め
、

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る

「
フ
ェ
ー
ズ
２
」
に
移
行
。
北

海
道
新
幹
線
の
札
幌
延
伸
が

予
定
さ
れ
る
３
１
年
春
ま
で
に

導
入
し
た
い
考
え
だ
。

ド
で
利
用
者
の
囲
い
込
み
を
強

め
る
と
新
規
参
入
の
楽
天
や
格

安
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
事
業
者
へ

の
乗
り
換
え
が
停
滞
す
る
可
能

性
も
あ
る
。
総
務
省
は
２
７

日
、
競
争
を
促
す
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
（
行
動
計
画
）
を
発
表

し
た
が
、
大
手
３
社
の
寡
占
状

態
が
崩
れ
る
か
ど
う
か
は
不
透

明
だ
。
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00 ニュース
15 NHK のど自慢

00 東京六大学野球 2020 
「早稲田」対「慶応」～
神宮球場～（延長の場
合あり）

00 未定

00 ニュース ( 二 )
05 ミミクリーズ
15 コレナンデ サンデー
25 基礎英語 0 ～世界エイ

ゴミッション～
35 E ダンスアカデミー
00 NHK ニュース 7 ( 二 )

30 ダーウィンが来た！

00 大河ドラマ「麒麟（き
りん）がくる」 （31）

45 ニュース・気象情報
00 NHK スペシャル

49 ワールドウェザー
50 世界ふれあい街歩き

10:50 ニュース・気象情報
55 これでわかった！世界

のいま

11:32 ミニ番組
35 サンデースポーツ

12:25 BS ニュース
35 NHK のど自慢 ( 再 )

13:20 PREMIUM SELECTIONS

15:20 BS ニュース ( 再 )
30 将棋フォーカス

00 囲碁フォーカス

30 未定
55 趣味の園芸 京も一日陽

だまり屋 ( 再 )
00 大河ドラマ「麒麟（き

りん）がくる」 （31） 
( 再 )

45 さわやか自然百景(再 )

59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース おはよう

日本

00 【連続テレビ小説】エー
ル （106）

15 あさイチ

21:55 みんなの体操
00 ニュース・気象情報
05 【ドラマ 10】タリオ 復

讐（ふくしゅう）代行
の 2人 （5） ( 再 )

23:35 エール 古関裕而の
応援歌

42 きょうの料理ビギナー
ズ ( 再 )

47 きょうの料理ビギナー
ズ ( 再 )

52 きょうの料理ビギナー
ズ ( 再 )

57 ワールドウェザー

00 ニュース

20 うまいッ！

45 【連続テレビ小説】エー
ル （106） ( 再 )

00 新日本風土記 ( 再 )

00 COOL JAPAN ～発掘！
かっこいいニッポン～

45 Doki Doki ! NHK ワー
ルド JAPA50 5 分で「麒
麟がくる」

55 名曲アルバム
00 えいごであそぼ with 

Orton
10 BS ニュース
20 猫のしっぽ カエルの手
49 ワールドウェザー
50 ピタゴラスイッチミニ
55 未定

00 ニュース ( 二 )
11 にほんごであそぼ
21 いないいないばあっ！
36 おかあさんといっしょ

00 NHK ニュース 7 ( 二 )

30 鶴瓶の家族に乾杯

8:42 ミニ番組
45 まいにちスクスク
50 デザインあ 5 分版
57 ワールドウェザー
00 ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00 逆転人生

45 【ストーリーズ】
11:15 ニュースきょう一日
30 国際報道 2020
12:10 ワールドウェザー
15 【土曜時代ドラマ】子連

れ信兵衛 2 （2）
53 ミニ番組
55 みんなのうた
00 サイエンス ZERO
30 魂のタキ火

00 あの日 わたしは～証言
記録 東日本大震災～

05 みんなの体操 ( 再 )
10 きょうの健康
25 きょうの料理
50 きょうの料理ビギナーズ
55 まる得マガジン
00 ニュースきょう一日(再)
15 時論公論
25 ワールドウェザー
30 アサタビ！ 「南の潮風

を感じて～鹿児島 日置
市・南さつま市」 ( 再 )

55 ミニ番組
00 猫のしっぽ カエルの手 

( 再 )
30 未定

54 名曲アルバム ( 再 )
00 おかあさんといっしょ 

( 再 )
24 みいつけた！
39 コレナンデ商会
49 ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース おはよう

日本

00 【連続テレビ小説】エー
ル （107）

15 あさイチ

21:55 みんなの体操
00 ニュース・気象情報
05 鶴瓶の家族に乾杯 (再)

23:17 ドキュメント 72 時
間 ( 再 )

48 視点 ･論点
58 ワールドウェザー

00 ニュース

20 BENTO EXPO

45 【連続テレビ小説】エー
ル （107） ( 再 )

00 趣味どきっ！

25 NHK 短歌
50 もっと伝わる！即レス

英会話
00 グレーテルのかまど 

( 再 )
25 J-MELO ( 英 )

55 名曲アルバム
00 えいごであそぼ with 

Orton
10 BS ニュース
20 すくすく子育て
49 ワールドウェザー
50 ピタゴラスイッチミニ
55 未定

00 ニュース ( 二 )
11 にほんごであそぼ
21 いないいないばあっ！
36 おかあさんといっしょ

00 NHK ニュース 7 ( 二 )

30 サラメシ
57 うたコン
8:42 ミニ番組
45 まいにちスクスク
50 デザインあ 5 分版
57 ワールドウェザー
00 ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00 クローズアップ現代＋
30 プロフェッショナル 仕

事の流儀

11:15 ニュースきょう一日

30 国際報道 2020
12:10 ワールドウェザー
15 先人たちの底力 知恵泉

（ちえいず）
58 ミニ番組
00 みんなのうた
05 グレーテルのかまど
30 金曜日のソロたちへ
00 あの日 わたしは～証言

記録 東日本大震災～
05 みんなの体操 ( 再 )
10 きょうの健康
25 きょうの料理
50 きょうの料理ビギナーズ
55 まる得マガジン
00 ニュースきょう一日

(再 )
15 時論公論
25 ワールドウェザー
30 イッピン

00 すくすく子育て ( 再 )

30 未定

54 名曲アルバム ( 再 )
00 おかあさんといっしょ 

( 再 )
24 みいつけた！
39 コレナンデ商会
49 ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース おはよう

日本

00 【連続テレビ小説】エー
ル （108）

15 あさイチ

21:55 みんなの体操
00 ニュース・気象情報
05 うたコン ( 再 )

50 歴史秘話ヒストリア 
( 再 )

23:35 みちたん 5min ～大
好き・東北～

40 うちなーであそぼ
48 視点 ･論点
58 ワールドウェザー

00 ニュース
20 岩合光昭の世界ネコ歩

き mini
35 ミニ番組
45 【連続テレビ小説】エー

ル （108） ( 再 )
00 趣味どきっ！

25 NHK 俳句
50 もっと伝わる！即レス

英会話
00 テレビで中国語

25 Asia Insight ( 二 )

55 名曲アルバム
00 えいごであそぼ with 

Orton
10 BS ニュース
20 ウワサの保護者会
44 楽ラクワンポイント介

護
49 ワールドウェザー
50 ピタゴラスイッチミニ
55 未定
00 ニュース ( 二 )
11 にほんごであそぼ
21 いないいないばあっ！
36 おかあさんといっしょ

00 NHK ニュース 7 ( 二 )

30 ガッテン！

8:42 ミニ番組
45 まいにちスクスク
50 デザインあ 5 分版
57 ワールドウェザー
00 ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00 クローズアップ現代＋
30 歴史秘話ヒストリア

11:15 ニュースきょう一日
30 国際報道 2020

12:10 ワールドウェザー
15 又吉直樹のヘウレー

カ！
00 ふらっとあの街 旅ラン

10 キロ
30 ねほりんぱほりん
00 あの日 わたしは～証言

記録 東日本大震災～
05 みんなの体操 ( 再 )
10 きょうの健康
25 きょうの料理
50 きょうの料理ビギナーズ
55 まる得マガジン
00 ニュースきょう一日 

( 再 )
15 時論公論
25 ワールドウェザー
30 ダーウィンが来た！ 

( 再 )
58 ミニ番組
00 ウワサの保護者会 (再)
24 楽ラクワンポイント介

護 ( 再 )
30 未定
54 名曲アルバム ( 再 )
00 おかあさんといっしょ 

( 再 )
24 みいつけた！
39 コレナンデ商会
49 ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース おはよう

日本

00 【連続テレビ小説】エー
ル （109）

15 あさイチ

21:55 みんなの体操
00 ニュース・気象情報
05 ガッテン！ ( 再 )

23:17 林家正蔵の演芸図鑑

48 視点 ･論点
58 ワールドウェザー

00 ニュース

20 サラメシ ( 再 )

45 【連続テレビ小説】エー
ル （109） ( 再 )

00 趣味どきっ！

25 趣味の園芸
50 もっと伝わる！即レス

英会話
00 旅するためのスペイン

語
25 Journeys in Japan (二)

55 名曲アルバム
00 えいごであそぼ with 

Orton
10 BS ニュース
20 Core Kyoto ( 二 )
48 ワールドウェザー
50 ピタゴラスイッチミニ
55 未定

00 ニュース ( 二 )
11 にほんごであそぼ
21 いないいないばあっ！
36 おかあさんといっしょ

00 NHK ニュース 7 ( 二 )
30 所さん！大変ですよ
57 ネーミングバラエティー 

日本人のおなまえっ！
8:42 ミニ番組
45 まいにちスクスク
50 デザインあ 5 分版
57 ワールドウェザー
00 ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00 クローズアップ現代＋
30 世界はほしいモノにあ

ふれてる

11:15 ニュースきょう一日
30 国際報道 2020
12:10 ワールドウェザー
15 【プレミアムドラマ】

一億円のさようなら（7）
13:05 5 分で「麒麟（きりん）

がくる」 ( 再 )
10 あしたも晴れ！人生レ

シピ
55 みんなのうた
00 あの日 わたしは～
05 みんなの体操 ( 再 )
10 きょうの健康
25 BENTO EXPO ( 再 )
48 Doki Doki ! …( 再 )
53 ミニ番組
55 まる得マガジン
00 ニュースきょう一日 

( 再 )
15 時論公論
25 ワールドウェザー
30 ニッポンぶらり鉄道旅

00 Core Kyoto (二) (再)

28 ミニ番組
30 未定
54 名曲アルバム ( 再 )
00 おかあさんといっしょ 

( 再 )
24 みいつけた！
39 コレナンデ商会
49 ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース おはよう

日本

00 【連続テレビ小説】エー
ル （110）

15 あさイチ

21:55 みんなの体操
00 ニュース・気象情報
05 ネ ー ミ ン グ バ ラ エ

ティー 日本人のおなま
えっ！ ( 再 )

50 【プレミアムドラマ】
一億円のさようなら 
（7） ( 再 )

23:40 5 分で「麒麟（きりん）
がくる」 ( 再 )

48 チコちゃんに叱られ
る！チコっとだけスペ
シャル ( 再 )

58 ワールドウェザー

00 ニュース
20 きじまりゅうたの小腹

すいてませんか？ (再)
33 ミニ番組
38 趣味の園芸 京…(再 )
45 エール （110） ( 再 )
00 チョイス＠病気になっ

たとき ( 再 )
45 エール 古関裕…(再 )
50 もっと伝わる！即レス

英会話
00 旅するためのフランス

語
25 T r a i l s t o O i s h i i 

Tokyo ( 二 )

55 名曲アルバム
00 えいごであそぼ with 

Orton
10 BS ニュース
20 ねほりんぱほりん (再)
50 ピタゴラスイッチミニ
55 未定

00 ニュース ( 二 )
11 にほんごであそぼ
21 いないいないばあっ！
36 おかあさんといっしょ

00 NHK ニュース 7 ( 二 )
30 首都圏情報 ネタドリ！
57 チコちゃんに叱られ

る！
8:42 ミニ番組
45 ガールズクラフト
50 デザインあ 5 分版
57 ワールドウェザー
00 ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00 【ドラマ 10】タリオ 復
讐（ふくしゅう）代行
の 2人 （6）

45 ドキュメント 72 時間

11:15 ニュースきょう一日
30 国際報道 2020
12:10 ワールドウェザー
15 にっぽん縦断 こころ旅 

とうちゃこ
13:13 ミニ番組
15 新日本風土記

14:15 チョイス＠病気に
なったとき

00 ニュースきょう一日 
( 再 )

15 時論公論
25 ワールドウェザー
30 美の壺

00 【ストーリーズ】 ( 再 )

30 未定

54 名曲アルバム ( 再 )
00 おかあさんといっしょ 

( 再 )
24 みいつけた！
39 コレナンデ商会
49 ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース おはよう

日本

19:59 ワールドウェザー
00 【連続テレビ小説】エー

ル 「第 22 週」
15 チコちゃんに叱られ

る！ ( 再 )
00 週刊まるわかりニュー

ス
30 NHK スペシャル ( 再 )

22:20 NHKスペシャル (再)

23:10 ブラタモリ ( 再 )

57 ワールドウェザー

00 ニュース
15 バラエティー生活笑百

科
40 浮世絵 EDO-LIFE
45 【連続テレビ小説】エー

ル 「第 22 週」 ( 再 )
00 ニュース
05 大河ドラマ「麒麟（き

りん）がくる」 （31） 
( 再 )

50 ミニ番組
00 大相撲どすこい研 「第 3

回」

3:50 BS ニュース
00 未定

00 ニュース ( 二 )
05 おかあさんといっしょ
30 ニャンちゅう！宇宙！

放送チュー！
55 ノージーのひらめき工

房 ミニ
00 NHK ニュース 7 ( 二 )

30 ブラタモリ

8:15 有吉のお金発見 突
撃！カネオくん

45 ニュース・気象情報
00 NHK スペシャル
49 ワールドウェザー
50 チコちゃんに叱られ

る！チコっとだけスペ
シャル

00 浮世絵 EDO-LIFE ( 再 )
05 Doki Doki ! NHK ワー

ルド JAPAN ( 再 )
10 有田 Pおもてなす
45 きじまりゅうたの小腹

すいてませんか？
58 ミニ番組
00 SONGS
30 【よるドラ】閻魔堂（え

んまどう）沙羅の推理
奇憚（きたん） （3）

00 ニュース・気象情報
05 シブヤノオト
35 よなよなラボ
35 ワールドウェザー
38 ミニ番組
40 サタデースポーツ
00 うまいッ！ ( 再 )

23 ミニ番組
25 みんなのうた ( 再 )
30 BS ニュース
40 日本の話芸

15:10 にっぽんの芸能

16:05 岩合光昭の世界ネコ
歩き mini ( 再 )

20 ミニ番組
30 未定
55 ミニ番組
00 おかあさんといっしょ 

( 再 )
24 ニャンちゅう！宇宙！

放送チュー！ミニ
29 ノージーのひらめき工房
44 デザインあ
59 ワールドウェザー
00 ニュース
10 目撃！にっぽん
45 N スペ 5min.
50 テレビ体操
00 おはよう日本
45 さわやか自然百景
59 ワールドウェザー
00 小さな旅
25 サラメシ ( 再 )
52 ミニ番組
57 気象情報
00 日曜討論

00 ニュース・気象情報
05 明日へ つなげよう

55 みんなのうた
00 ザ少年倶楽部

59 ワールドウェザー

☆番組の内容は 3面に記載
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